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『
古
事
記
』
の
天
地
三
三
を
め
ぐ
る
比
較
文
学
、
比
較
神
話
学
的
研
究
が
、

戦
後
目
覚
ま
し
い
進
展
を
遂
げ
て
い
る
。
特
に
中
国
古
典
と
の
受
容
関
係
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
学
者
の
考
察
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
し
先
行
研
究
を
概
観
す
る
と
、
表
現
上
に
お
け
る
出
典
の
摘

出
や
素
材
源
の
探
索
に
力
点
が
置
か
れ
る
も
の
は
多
い
が
、
出
典
と
素
材
源

そ
の
も
の
に
対
す
る
研
究
及
び
出
典
と
さ
れ
る
語
彙
と
素
材
が
、
日
本
古
典

に
用
い
ら
れ
る
過
程
に
お
い
て
、
如
何
に
変
容
変
貌
し
て
き
た
か
を
追
及
す

る
も
の
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
多
い
と
は
言
え
な
い
。

　
小
論
は
、
『
古
事
記
』
の
序
文
と
本
文
の
天
地
開
關
を
め
ぐ
る
描
写
の
相

違
点
か
ら
検
討
し
、
そ
の
相
違
を
成
し
た
原
因
を
、
三
者
の
中
国
古
典
と
の

関
連
の
度
合
い
、
出
典
と
さ
れ
る
表
現
に
対
す
る
具
体
的
な
分
析
を
通
じ
て

究
明
し
、
さ
ら
に
出
典
と
さ
れ
る
表
現
と
素
材
が
、
日
本
古
典
に
挿
し
込
ま

れ
る
際
に
発
生
し
た
変
容
変
貌
の
軌
跡
を
辿
っ
て
み
る
も
の
で
あ
る
。

一、

V
地
開
闘
を
め
ぐ
る
序
文
と
本
文
の
相
違

　
『
古
事
記
』
の
文
体
構
成
は
二
つ
の
系
統
に
分
け
ら
れ
る
。
即
ち
冒
頭
の

序
文
は
純
粋
な
漢
文
で
、
本
文
は
変
態
漢
文
（
正
確
に
言
え
ば
、
漢
字
で
記

す
和
漢
混
合
文
）
で
記
さ
れ
て
い
る
。
序
文
は
「
稽
古
照
今
」
、
「
撰
録
の
発

端
」
、
「
成
立
の
経
緯
」
と
い
う
三
段
か
ら
成
り
、
本
文
は
「
神
の
物
語
」
、
「
神

と
人
の
物
語
」
、
「
人
の
物
語
」
と
い
う
上
、
中
、
下
三
巻
か
ら
成
っ
て
い
る

が
、
両
方
と
も
「
天
地
開
戸
、
国
土
創
成
」
の
経
緯
か
ら
始
ま
る
。
ち
な
み

に
そ
の
序
文
と
本
文
の
冒
頭
の
部
分
を
対
照
し
て
み
る
と
、

　
夫
、
混
元
四
位
、
氣
森
組
効
。
無
名
無
為
。
誰
知
二
形
。
然
、
乾
坤
初

分
、
参
神
作
造
化
之
首
、
陰
陽
斯
開
、
二
身
宇
宙
品
之
祖
。
所
以
、
出
入

幽
顯
、
日
月
彰
於
洗
目
、
浮
沈
海
水
、
神
祇
叢
叢
諜
身
。
故
、
太
素
三
型
、
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因
本
教
而
識
孕
土
産
嶋
之
時
、
元
始
綿
弓
、
頼
先
聖
而
察
生
神
立
人
之
世
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
序
文
」
）

　
天
地
初
叢
善
時
、
於
高
天
原
成
神
名
、
下
之
御
中
主
神
。
次
高
御
産
巣

日
神
。
次
国
産
巣
日
神
。
此
三
柱
神
者
、
並
濁
神
成
挙
挙
、
隠
身
也
。
次

国
独
習
油
脂
而
、
久
歯
黒
再
選
多
罪
用
時
流
之
時
、
如
葦
牙
因
萌
騰
之
物

即
成
神
名
、
宇
摩
志
下
斯
詞
備
比
古
遅
神
。
次
天
等
等
立
神
。
此
二
柱
神

亦
、
掲
神
成
坐
而
、
二
身
也
。
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
本
文
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
古
事
記
・
祝
詞
』
岩
波
書
店
）

序
文
中
の
影
藤
は
、
即
ち
本
文
の
「
天
之
御
中
主
神
」
、
「
高
御
産
巣
日
神
」
、

「
神
産
留
日
神
」
の
こ
と
で
、
二
選
は
、
即
ち
「
伊
邪
那
岐
命
」
と
「
伊
邪

那
美
命
」
と
い
う
男
女
二
神
の
こ
と
を
指
す
。
つ
ま
り
序
文
の
記
述
は
、
上

巻
の
冒
頭
部
分
の
天
地
開
關
、
国
土
創
成
の
内
容
を
極
め
て
簡
潔
に
概
括
し

た
も
の
だ
と
言
え
る
。
し
か
し
、
序
文
の
天
地
開
關
に
関
す
る
部
分
の
主
旨

や
表
現
を
本
文
の
冒
頭
の
部
分
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
両
者
の
間
に
は
、

少
な
く
と
も
次
の
よ
う
な
諸
点
で
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
れ
る
。

　
1
、
序
文
の
「
混
元
既
製
、
氣
象
未
効
、
無
名
無
為
、
誰
知
其
形
。
」
及

　
　
　
び
「
乾
坤
言
分
、
陰
陽
斯
開
」
な
ど
の
表
現
は
、
本
文
で
は
、
た
だ

　
　
　
「
天
地
初
獲
之
時
」
と
い
う
一
句
に
な
っ
て
、
序
文
に
表
れ
る
宇
宙

　
　
　
観
及
び
陰
陽
思
想
が
少
な
く
と
も
本
文
の
表
現
上
に
は
認
め
ら
れ
な

　
　
　
い
。

2
、
序
文
は
、
天
地
開
門
、
国
土
創
成
の
経
緯
を
「
乾
坤
初
分
、
参
神
作

　
　
造
化
之
首
、
陰
陽
斯
開
、
二
蚕
為
群
品
之
祖
」
と
い
う
よ
う
に
抽
象

　
　
的
、
哲
学
的
に
概
括
し
て
い
る
が
、
本
文
は
天
地
開
關
、
国
土
創
成

　
　
の
経
緯
を
、
神
世
七
代
併
せ
て
十
七
人
の
神
（
そ
の
う
ち
七
人
の
神

　
　
は
皆
身
を
隠
し
た
独
り
神
）
の
誕
生
を
羅
列
し
、
国
土
の
創
成
と
人

　
　
間
の
誕
生
が
天
つ
神
々
の
詔
を
受
け
た
男
女
二
神
（
伊
邪
那
岐
命
、

　
　
伊
邪
那
美
命
）
に
よ
っ
て
為
し
遂
げ
た
と
い
う
よ
う
に
叙
事
的
に
展

　
　
開
し
て
い
る
。
序
文
は
「
丁
丁
」
と
「
二
霊
」
以
外
の
神
に
つ
い
て

　
　
は
何
も
触
れ
て
い
な
い
。

3
、
参
神
に
続
い
て
、
序
文
は
陰
陽
二
霊
（
伊
邪
那
岐
命
と
伊
邪
那
美
命
）

　
　
が
群
品
之
祖
に
な
っ
た
経
緯
（
出
入
幽
顕
、
日
月
抽
選
洗
目
、
浮
沈

　
　
海
水
、
神
祇
呈
於
開
閉
。
）
を
説
明
し
て
、
冥
界
か
ら
現
世
へ
の
出

　
　
入
り
、
身
の
襖
き
に
よ
る
神
々
の
出
現
と
い
う
宗
教
的
な
思
想
を
表

　
　
し
て
い
る
が
、
本
文
は
、
参
神
の
あ
と
に
神
の
誕
生
が
「
如
葦
牙
因

　
　
萌
騰
之
物
質
成
」
と
い
う
自
然
生
成
の
原
理
を
説
い
て
い
る
。
両
者

　
　
の
趣
旨
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。

4
、
「
百
世
七
代
」
に
続
い
て
展
開
さ
れ
る
国
土
創
成
の
場
面
（
伊
邪
那

　
　
岐
命
と
伊
邪
那
美
命
の
男
女
管
柱
神
の
生
殖
器
に
つ
い
て
の
問
答
及

　
　
び
性
の
営
み
な
ど
）
は
、
本
文
に
お
い
て
は
具
体
的
、
且
つ
リ
ア
ル

　
　
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
序
文
に
お
い
て
は
た
だ
「
陰
陽
斯
開
、
二
霊

　
　
為
群
馬
之
祖
」
と
い
う
道
教
の
言
葉
で
概
括
さ
れ
て
い
る
。
普
通
序

　
　
文
と
し
て
は
、
本
文
の
よ
う
に
具
体
的
な
叙
述
を
展
開
し
な
い
の
は
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当
た
り
前
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
か
り
に
展
開
す
る
と
し
て
も
、
序

　
　
　
文
の
文
脈
及
び
文
の
風
格
か
ら
推
断
す
れ
ば
、
敢
え
て
本
文
の
よ
う

　
　
　
に
描
写
し
得
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
イ
ト
モ
チ
　
フ

　
一
般
的
に
言
う
と
、
序
文
は
本
文
の
趣
旨
の
要
約
で
、
本
文
の
内
容
を
簡

潔
に
概
括
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
文
の
ス
タ
イ
ル
と
趣
旨
が

こ
れ
だ
け
違
う
序
文
と
本
文
の
例
は
、
日
本
文
学
（
『
古
今
集
』
の
真
名
序

と
仮
名
序
と
の
間
に
も
若
干
の
違
い
が
あ
る
）
を
除
い
て
、
世
界
各
国
文
学

の
中
で
も
、
恐
ら
く
希
な
例
で
あ
ろ
う
。

　
序
文
と
本
文
と
の
相
違
を
最
初
に
問
題
に
し
た
の
は
、
賀
茂
真
淵
で
あ
る
。

真
淵
は
「
み
こ
と
」
の
表
記
の
相
違
（
序
文
で
は
「
尊
」
、
本
文
で
は
「
命
」
）

か
ら
、
「
本
文
の
文
体
を
思
ふ
に
和
銅
な
ど
よ
り
も
い
と
古
か
る
べ
し
。
序

は
恐
ら
く
は
奈
良
朝
の
人
之
追
て
書
し
物
か
と
お
ぼ
ゆ
『
）
」
と
推
断
し
、
さ

ら
に
序
の
作
者
を
疑
っ
て
「
安
点
差
の
筆
に
て
は
去
て
な
し
」
と
決
め
付
け

て
い
る
。
真
淵
の
説
を
切
っ
掛
け
に
し
て
、
以
後
、
序
文
を
め
ぐ
る
偽
作
説

が
た
び
た
び
出
さ
れ
て
、
結
局
『
古
事
記
』
さ
え
後
人
の
偽
書
だ
と
唱
え
る

学
者
も
出
て
き
た
の
で
あ
る
。
小
論
は
そ
れ
ら
の
説
の
是
非
に
つ
い
て
検
討

す
る
よ
り
も
、
『
古
事
記
』
の
序
文
と
本
文
と
は
な
ぜ
相
違
す
る
の
か
、
そ

の
相
違
は
何
を
意
味
す
る
の
か
を
、
『
古
事
記
』
の
序
文
や
本
文
の
天
地
開

關
と
中
国
古
典
及
び
神
話
伝
説
と
の
関
係
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
を
考
え
て

み
た
い
と
思
う
。

二
　
『
古
事
記
』
の
序
文
と
中
国
古
典

　
『
古
事
記
』
序
文
の
表
現
の
出
典
に
つ
い
て
は
、
早
く
も
明
治
十
六
年
に
、

吉
岡
徳
明
氏
は
そ
の
著
書
『
古
事
記
政
略
』
で
考
察
し
、
昭
和
十
年
、
志
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

延
義
氏
は
「
古
事
記
上
表
の
諸
典
拠
」
と
い
う
論
文
で
、
序
文
の
表
現
の
一

部
が
「
進
塁
貫
首
表
」
に
拠
っ
て
い
る
と
指
摘
し
、
さ
ら
に
昭
和
二
十
一
年
、

岡
田
正
之
氏
は
『
近
江
奈
良
朝
の
漢
文
学
』
と
い
う
著
書
の
「
古
事
記
の
撰

録
と
其
の
上
表
」
の
節
で
、
「
此
の
文
を
序
と
云
ふ
も
、
其
の
体
は
表
な
り
。

即
古
事
記
を
上
れ
る
表
な
り
。
蓋
し
、
宋
の
袈
松
之
の
上
三
国
志
芸
表
、
唐

の
長
孫
無
忌
が
上
五
経
正
義
表
に
倣
ひ
た
る
も
の
な
る
べ
し
」
と
言
っ
て
、

『
古
事
記
』
の
序
文
が
そ
の
構
成
に
お
い
て
、
中
国
の
上
表
文
を
下
敷
き
に

し
て
い
る
こ
と
を
推
定
し
て
い
る
。

　
『
古
事
記
』
の
序
文
は
、
確
か
に
先
学
が
考
察
し
た
通
り
、
唐
の
長
柱
回

忌
の
「
進
五
経
正
義
表
」
と
「
進
律
疏
議
表
」
の
表
現
用
語
を
踏
ま
え
る
箇

所
が
あ
る
が
、
し
か
し
、
天
地
開
關
に
関
し
て
は
、
「
臣
聞
混
元
初
關
、
三

極
之
道
分
焉
。
」
（
「
進
五
経
正
義
表
」
）
と
い
う
表
現
以
外
に
そ
の
類
似
が
殆
ど

認
め
ら
れ
な
い
。
「
進
五
経
正
義
表
」
の
中
の
「
聖
書
亀
書
浮
於
温
洛
、
愛

演
九
疇
、
竜
図
出
盛
栄
河
、
以
彰
八
卦
。
故
能
範
囲
天
地
、
挺
埴
陰
陽
、
道

済
四
漠
、
知
周
万
物
。
」
や
「
進
律
閣
議
表
」
の
中
の
「
三
才
南
分
、
法
星

著
於
玄
象
、
六
位
斯
列
、
習
玖
彰
於
易
経
。
故
知
出
震
二
時
、
開
物
成
務
…

…
」
な
ど
は
、
中
国
古
来
の
道
教
の
伝
説
を
述
べ
て
い
て
、
『
古
事
記
』
序

文
の
天
地
開
關
と
そ
の
表
現
や
筋
が
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
『
古
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事
記
』
序
文
の
天
地
開
關
の
表
現
の
出
典
は
、
実
に
こ
の
二
篇
の
文
章
か
ら

「
混
元
初
關
」
と
い
う
一
句
し
か
求
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
昭
和
四
十
八
年
、
倉
野
憲
司
氏
は
右
に
掲
げ
た
諸
氏
の
研
究
を
踏
ま
え
て
、

著
書
『
古
事
記
全
注
釈
』
（
昭
和
四
＋
八
年
三
省
堂
）
の
第
一
巻
・
序
文
篇
で
、

序
文
の
表
現
の
出
典
が
主
と
し
て
『
文
選
』
に
よ
る
と
主
張
し
、
そ
し
て
序

文
の
天
地
開
關
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
氏
が
校
注
し
た
日
本
古
典
文
学
大
系

『
古
事
記
　
祝
詞
』
（
岩
波
書
店
）
の
頭
注
で
、
『
雨
雫
正
義
』
、
『
列
島
』
な

ど
の
中
国
古
典
の
中
の
語
句
を
出
典
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
例
示
し
て
い
る
。

　
一
「
混
元
既
凝
」
混
沌
（
渾
沌
）
の
元
気
。
揺
籠
正
義
及
び
列
子
の
天
瑞

　
　
篇
に
「
混
沌
者
、
言
万
物
相
混
沌
而
未
相
離
也
。
」
と
あ
る
。

　
二
「
氣
象
未
効
」
気
と
象
（
形
・
質
）
と
で
あ
る
。
天
瑞
篇
に
「
太
初
者
、

　
　
気
童
子
也
。
太
始
者
、
形
之
至
愚
。
太
素
量
、
質
之
始
也
。
気
形
質
具

　
　
而
三
相
離
。
謂
之
混
沌
。
」
と
あ
る
。

　
三
「
無
名
無
為
」
天
地
万
物
の
元
始
の
あ
り
さ
ま
を
言
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
老
子
に
「
無
名
者
天
地
之
始
」
、
荘
子
に
「
無
為
者
万
物
之
本
也
」
と

　
　
あ
る
。

　
四
「
乾
坤
初
分
」
天
地
。

　
五
「
造
化
之
首
」
記
伝
に
「
天
地
陰
陽
の
運
行
に
よ
り
て
万
物
の
成
出
る

　
　
を
い
へ
り
。
」
と
あ
る
が
、
准
南
子
、
精
神
訓
の
注
に
「
天
」
と
あ
る

　
　
の
に
よ
っ
て
、
高
天
の
原
と
解
す
る
方
が
よ
か
ろ
う
。

　
六
「
二
西
山
算
崩
之
祖
」
伊
邪
那
岐
命
と
伊
邪
那
美
命
。
群
品
は
万
物
の

　
　
意
。

　
七
「
出
入
幽
顕
」
幽
は
黄
泉
国
、
顕
は
葦
原
の
中
つ
国
。
（
以
下
略
）

　
こ
の
頭
注
で
は
、
氏
が
出
典
を
例
示
す
る
と
い
う
よ
り
、
中
国
古
典
の
言

葉
で
序
文
の
語
句
の
意
味
を
解
釈
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
例
え
ば
、
「
混

元
既
凝
」
の
「
混
元
」
に
つ
い
て
、
頭
注
は
『
直
貼
正
義
』
や
『
判
子
・
天

瑞
篇
』
の
「
混
沌
者
、
言
万
物
相
混
沌
而
未
相
離
職
。
」
を
挙
げ
て
い
る
が
、

「
混
元
」
と
い
う
表
現
そ
の
も
の
の
出
典
例
は
挙
げ
て
い
な
い
。
実
は
「
混

元
」
と
「
混
沌
」
と
は
意
味
の
違
う
語
彙
で
あ
る
。
「
混
沌
」
は
、
天
地
未

開
、
陰
陽
未
だ
分
れ
な
い
渾
然
と
す
る
あ
り
さ
ま
を
形
容
す
る
表
現
で
あ
っ

て
、
「
嘉
元
」
は
、
混
沌
以
前
の
天
地
の
元
気
を
表
し
、
或
い
は
天
地
を
意

味
す
る
表
現
で
あ
る
。
こ
の
表
現
は
中
国
で
漢
の
時
代
以
後
、
多
く
の
古
典

に
使
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
班
固
の
『
典
論
』
に
「
外
夷
竃
元
、
内
浸
出
芒
」

と
あ
り
、
『
三
皇
内
密
文
』
に
「
混
絶
無
物
、
寂
情
無
声
。
」
「
氣
β
恩
漸
著
、

混
元
無
移
。
」
と
あ
る
。
『
爾
雅
注
疏
序
』
に
も
「
夫
釜
元
開
、
而
三
才
肇
位
。
」

と
あ
っ
て
、
表
現
と
意
味
か
ら
見
れ
ば
、
こ
れ
が
『
古
事
記
』
序
文
の
そ
れ

に
一
番
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
『
雲
鶴
雲
雨
』
で
は
「
混
元
」
の
意
味
を

「
混
元
者
、
記
事
於
混
沌
之
前
、
元
気
之
始
也
。
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
「
三

才
」
は
、
即
ち
天
、
地
、
人
を
指
す
。
福
永
光
司
氏
は
か
つ
て
「
混
元
既
凝
」

の
出
典
を
考
察
し
て
、
「
こ
の
「
遅
配
」
の
語
は
既
に
六
朝
時
代
に
道
教
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

神
学
の
宇
宙
生
成
論
の
基
幹
的
な
用
語
と
な
り
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
「
混
元
」
の
ほ
か
に
「
気
象
未
効
」
、
「
無
名
無
為
」
、
「
乾
坤
時
分
」
、
「
造

化
之
首
」
、
「
二
等
」
、
「
群
臣
」
、
「
幽
顕
」
な
ど
の
表
現
は
、
い
ず
れ
も
中
国

の
古
代
漢
語
の
表
現
で
あ
っ
て
、
そ
の
出
典
を
中
国
の
古
典
に
捜
し
求
め
よ
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う
と
思
え
ば
、
必
ず
ど
こ
か
に
出
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
探
索
は
、
既

に
倉
野
憲
司
氏
の
『
古
事
記
全
注
釈
』
第
一
巻
・
序
文
篇
、
青
木
和
夫
氏
ら

が
施
し
た
日
本
思
想
大
系
1
『
古
事
記
』
の
頭
注
と
補
注
な
ど
に
よ
（
、
て
殆

ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
出
典
の
詮
索
は
、
比
較
文
学
の
研

究
に
大
き
な
貢
献
を
為
し
遂
げ
た
こ
と
に
論
を
獲
た
な
い
が
、
た
だ
し
、
比

較
文
学
の
研
究
は
、
出
典
の
詮
索
と
表
現
の
比
較
の
基
礎
の
上
に
、
さ
ら
に

出
典
と
表
現
の
受
容
の
裏
に
潜
ん
で
い
る
発
想
上
の
影
響
関
係
、
そ
の
影
響

関
係
に
絡
む
歴
史
、
文
化
、
文
学
な
ど
の
諸
要
素
、
ま
た
そ
の
受
容
の
過
程

に
発
生
す
る
変
貌
と
彼
我
の
異
同
を
も
探
求
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。　

『
古
事
記
』
の
序
文
と
中
国
古
典
と
の
影
響
関
係
を
究
明
す
る
た
め
に
、

こ
こ
で
『
日
本
書
紀
』
本
文
の
冒
頭
の
描
写
も
考
慮
に
い
れ
て
検
討
し
て
み

た
い
と
思
う
。
『
日
本
書
紀
・
神
代
上
』
は
、
天
地
開
關
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
記
載
し
て
い
る
。

　
古
天
地
未
剖
、
陰
陽
不
分
、
混
沌
如
鶏
子
。
漠
津
階
隠
牙
。
其
清
陽
者

薄
靡
為
天
、
重
濁
者
俺
滞
為
地
。
及
精
妙
軍
曹
易
、
重
言
凝
端
難
。
故
天

先
駈
地
後
定
。
然
後
神
聖
生
昼
中
。
曇
日
、
開
關
之
初
、
洲
壌
浮
漂
、
讐

如
猶
遊
魚
浮
水
上
。
於
時
天
地
巌
壁
生
一
物
、
状
如
葦
牙
、
便
化
為
神
。

号
国
常
立
尊
次
国
狭
槌
尊
、
次
豊
勘
淳
尊
。
凡
三
神
、
独
化
乾
道
。
所
以

成
此
純
男
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
』
よ
り
）

こ
れ
を
以
て
『
古
事
記
』
の
序
文
と
次
の
よ
う
に
比
較
す
る
。

『
紀
』

『
記
』

天
地
未
剖
、
陰
陽
白
墨

混
沌
如
鶏
子
。
田
津
而
含
牙

其
清
陽
者
薄
無
為
天
、
重
導
者
滝
滞
為
地

精
妙
合
搏
易
、
重
濁
筆
端
難

故
最
先
成
下
後
定

神
聖
生
其
中

洲
壌
浮
漂
、
讐
如
猶
遊
魚
浮
水
上

天
地
之
中
生
一
物
、
状
如
葦
牙
、
便
化
為
神

事
元
既
凝
、
氣
象
未
効

無
名
無
為
。
誰
知
二
形

乾
坤
初
分

参
神
作
造
化
之
首

陰
陽
斯
開

二
重
為
書
品
之
祖

出
入
幽
顕
、
日
月
彰
於
中
道
、
浮
沈
海
水
、

元
始
綿
遡
、
頼
先
聖
中
華
生
神
立
人
之
世

神
祇
呈
於
笹
身

表
現
と
文
脈
を
検
討
す
る
と
、
両
者
の
間
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
そ
れ
ほ
ど

多
く
は
な
い
こ
と
に
気
付
か
れ
る
。
さ
ら
に
『
日
本
書
紀
』
の
冒
頭
の
文
を
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r古事記』の天地開關と中国古典

以
っ
て
『
古
事
記
』
の
本
文
の
冒
頭
と
比
較
す
れ
ば
、

　
古
天
地
岬
山
、
陰
陽
不
分
、
混
沌
如
鶏
子
。
漠
津
而
宴
楽
。
其
清
陽
者

薄
細
筆
天
、
重
濁
者
滝
滞
為
地
。
及
精
妙
合
搏
易
、
重
過
凝
端
難
。
故
天

先
成
地
後
定
。
然
後
神
聖
生
其
中
。
故
日
、
開
關
之
初
、
洲
壌
浮
漂
、
讐

如
猶
遊
魚
浮
水
上
。
盛
時
天
地
之
中
生
一
物
、
状
如
葦
牙
、
便
化
為
神
。

号
国
常
立
尊
神
国
狭
星
斗
、
次
豊
勘
世
尊
。
凡
三
神
、
独
化
乾
道
。
所
以

軍
記
純
男
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
日
本
書
紀
』
本
文
）

　
天
地
初
獲
二
時
、
於
高
天
原
成
神
名
、
天
之
御
中
主
神
。
次
高
御
産
巣

日
神
。
次
悪
手
土
日
神
。
此
押
柱
神
者
、
並
猫
神
成
坐
業
、
隠
身
也
。
渕

国
稚
如
浮
脂
而
、
久
羅
下
那
州
多
陀
用
弊
流
之
時
、
如
葦
牙
因
萌
騰
之
物

而
成
神
名
、
宇
摩
空
車
早
戸
備
比
古
遅
神
。
夏
天
之
常
立
神
。
此
円
柱
神

亦
、
猫
神
成
坐
而
、
笹
身
也
。
…
…
　
　
　
　
　
　
　
（
『
古
事
記
』
本
文
）

線
を
引
い
た
と
こ
ろ
だ
け
は
類
似
す
る
が
、
古
文
の
趣
旨
と
表
現
は
、
む
し

ろ
異
な
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
『
日
本
書
紀
』
の
本
文
の
冒

頭
部
分
の
表
現
を
以
て
中
国
の
古
典
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
そ
の
類
似
が

明
ら
か
で
あ
る
。

古
天
地
未
剖
、
陰
陽
不
分
、
混
沌
如
鶏
子
。
漠
津
悪
運
牙
。
其
身
卜
者

薄
靡
為
重
、
重
刷
者
俺
滞
為
地
。
及
精
妙
合
為
銀
、
重
濁
立
端
難
。
昇
天

先
成
地
後
定
。
然
後
神
舟
生
其
中
。
故
日
、
開
關
戸
当
、
墨
守
浮
漂
、
讐

如
猶
遊
魚
浮
水
上
。
於
時
天
地
之
中
生
一
物
、
状
如
葦
牙
、
便
化
為
神
。

号
国
常
立
尊
里
国
狭
槌
尊
、
明
豊
勘
淳
尊
。
凡
三
神
、
独
化
善
道
。
所
以

成
此
純
男
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
日
本
書
紀
』
本
文
）

天
地
混
沌
葦
葺
子
、
盤
古
生
其
中
。

元
気
檬
鴻
、
萌
芽
薙
始
、
遂
分
天
地
。

天
墜
未
形
、
漏
漏
翼
翼
、
洞
洞
漏
漏
、

（『

O
五
歴
記
』
）

　
（
『
五
運
歴
年
紀
』
）

　
故
日
大
昭
。
道
魚
苗
廓
、

虚
廓
生

213

宇
宙
、
宇
宙
生
気
、
気
有
漢
堤
。
清
陽
者
薄
靡
為
天
、
重
濁
者
凝
滞
為
地
。

清
草
合
專
易
、
中
細
凝
王
難
、
故
飯
店
成
而
地
後
定
。
天
地
襲
業
為
陰
陽
、

陰
陽
專
精
為
四
時
、
四
時
散
精
為
万
物
。
（
『
准
南
子
・
天
文
訓
』
）

　
以
上
の
比
較
で
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
『
古
事
記
』
の
序
文
と
本
文
、
さ

ら
に
『
日
本
書
紀
』
本
文
の
冒
頭
、
こ
の
三
者
は
同
じ
く
日
本
の
天
地
開
開

を
記
載
し
な
が
ら
、
そ
の
表
現
や
趣
旨
に
お
い
て
相
違
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、

そ
し
て
こ
の
三
者
が
中
国
古
典
と
の
関
わ
り
の
度
合
い
を
見
る
と
、
『
日
本

書
紀
』
は
そ
の
首
位
（
中
国
古
典
の
文
章
の
一
部
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
る
）

を
占
め
、
『
古
事
記
』
の
序
文
は
そ
れ
に
次
い
で
第
二
位
（
中
国
古
典
の
表

現
を
用
い
て
日
本
神
話
の
筋
を
概
括
す
る
）
、
『
古
事
記
』
の
本
文
は
三
者
の

中
で
そ
の
表
現
に
お
い
て
中
国
古
典
と
の
関
わ
り
（
漢
字
で
記
録
し
た
た
め

に
、
所
々
に
漢
語
の
語
彙
が
交
え
て
い
る
）
が
最
も
薄
い
の
で
あ
る
が
、
素

材
に
は
部
分
的
な
類
似
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
『
古
事
記
』
序
文
と
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『
日
本
書
紀
』
本
文
の
冒
頭
部
分
の
表
現
の
出
典
を
見
て
解
る
よ
う
に
、
両

者
は
そ
の
構
文
す
る
過
程
に
お
い
て
、
実
に
異
な
る
中
国
古
典
を
吸
収
し
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
両
者
の
構
文
は
、
い
ず
れ
も
『
古
事
記
』
本
文
の
冒
頭

の
部
分
と
違
う
趣
旨
を
示
し
て
い
る
。
神
野
志
隆
光
氏
も
『
古
事
記
』
の
本

文
と
『
日
本
書
紀
』
の
本
文
と
の
相
違
に
気
付
き
、
「
『
古
事
記
』
は
天
地
の

は
じ
ま
り
自
体
に
つ
い
て
は
説
か
な
い
が
、
一
方
の
『
日
本
書
紀
』
は
天
地

の
は
じ
ま
り
か
ら
述
べ
る
の
で
あ
る
町
）
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
氏

は
両
者
の
差
異
を
両
書
の
構
成
か
ら
論
じ
た
だ
け
で
、
中
国
古
典
と
の
関
係

に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
筆
者
は
『
古
事
記
』
の
序
文
と
本
文
及
び
『
日

本
書
紀
』
の
本
文
の
天
地
開
闘
に
関
す
る
部
分
を
、
中
国
古
典
と
の
関
係
に

お
い
て
捉
ら
え
、
三
者
の
相
違
点
及
び
そ
の
相
違
点
の
裏
に
絡
ん
だ
中
国
古

典
及
び
古
代
神
話
の
投
影
、
さ
ら
に
中
日
両
国
の
天
地
開
關
に
お
け
る
発
想

上
の
共
通
点
と
相
違
点
を
究
明
し
た
い
と
思
う
。

三
　
加
工
さ
れ
た
中
国
の
神
話
伝
説

　
『
古
事
記
』
序
文
と
『
日
本
書
紀
』
本
文
の
冒
頭
部
分
の
天
地
開
關
の
記

述
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
そ
の
表
現
に
お
い
て
『
周
易
正
義
』
、
『
列
島
』
、
『
老

子
』
、
『
荘
子
』
、
『
潅
南
子
』
、
『
三
五
歴
紀
』
な
ど
の
中
国
古
典
の
語
句
を
吸

収
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
を
喚
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

即
ち
右
に
掲
げ
た
中
国
の
古
典
及
び
そ
れ
に
記
さ
れ
て
い
る
天
地
切
開
の
叙

述
は
、
も
と
も
と
中
国
の
民
間
に
伝
わ
る
天
地
開
關
の
神
話
伝
説
そ
の
ま
ま

の
形
で
は
な
く
、
す
で
に
古
代
の
文
人
や
哲
学
者
の
手
に
よ
っ
て
加
工
さ
れ
、

精
練
さ
れ
、
或
い
は
哲
学
的
に
高
度
に
抽
象
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
点
で
あ
る
。
天
地
開
心
及
び
国
土
創
成
に
つ
い
て
は
、
中
国
の
民
間
に

伝
わ
る
幾
つ
か
の
神
話
群
が
存
在
し
て
い
た
。
近
年
、
中
国
で
出
版
さ
れ
た

　
　
　
　
つ
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
中
国
神
話
』
、
『
中
原
古
典
神
話
流
変
論
考
』
な
ど
の
著
書
は
、
こ
の
方
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
　

の
資
料
を
提
供
し
て
い
る
。
『
中
国
神
話
』
に
は
、
漢
民
族
、
白
族
、
モ
ン

ゴ
ル
族
、
ハ
ニ
族
、
漏
州
族
な
ど
の
民
族
間
に
流
布
し
て
い
る
天
地
開
關
の

伝
説
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
北
方
の
中
原
地
帯
に
発
祥
す
る
漢

民
族
の
「
盤
古
酒
開
天
」
、
「
盤
古
寺
」
及
び
「
盤
古
兄
妹
」
な
ど
は
、
三
国

時
代
に
呉
の
人
由
比
が
著
し
た
『
三
五
歴
紀
』
、
『
五
運
歴
年
紀
』
、
梁
の
時

代
に
任
肪
が
著
し
た
『
述
異
記
』
、
唐
の
時
代
に
李
冗
が
著
し
た
『
猫
異
志
』

の
記
述
と
部
分
的
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
を
持
っ
て
い
る
が
、
「
女
｛
必
脳
天
」

及
び
「
伏
義
と
女
｛
必
」
な
ど
は
、
中
国
の
南
方
の
思
想
を
代
表
す
る
老
子
、

荘
子
の
思
想
と
一
脈
相
通
ず
る
『
准
南
子
』
と
繋
が
る
。
ち
な
み
に
盤
古
に

よ
る
天
地
開
關
の
伝
説
　
　
漢
民
族
の
「
盤
古
王
開
天
」
を
例
示
す
る
と
、

そ
の
粗
筋
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
昔
、
天
も
無
く
、
地
も
無
く
、
昼
も
な
く
、
夜
も
な
か
っ
た
。
天
下
は

丸
で
大
き
な
扇
子
（
タ
マ
ゴ
）
の
如
き
で
あ
っ
た
。
そ
の
大
き
な
二
子
の

真
中
は
黄
身
で
、
中
間
は
白
身
で
、
外
側
は
石
の
よ
う
な
硬
い
殻
で
あ
っ

た
。
何
故
か
知
ら
ぬ
が
、
鶏
子
の
黄
身
か
ら
盤
古
が
生
ま
れ
た
。
鶏
の
頭

で
、
龍
の
体
、
そ
し
て
盤
立
志
の
よ
う
に
中
で
わ
だ
か
ま
り
、
両
足
が
曲
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が
っ
て
、
故
に
盤
古
と
呼
ば
れ
る
。
加
古
は
日
に
日
に
大
き
く
な
り
、
天

地
が
無
く
、
昼
夜
も
無
い
生
活
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
身
を

伸
ば
し
、
曲
が
っ
た
足
を
立
て
直
し
、
真
っ
直
ぐ
に
立
ち
上
が
っ
た
。
そ

し
て
拳
で
打
ち
、
足
で
蹴
り
、
口
で
啄
み
、
肩
で
ぶ
つ
か
っ
て
、
こ
の
よ

う
に
七
、
七
1
1
四
十
九
日
を
経
て
、
つ
い
に
母
子
の
殻
を
打
ち
破
っ
た
。

そ
こ
で
鶏
子
の
白
身
と
黄
身
が
流
れ
出
て
、
白
身
が
軽
く
、
上
に
浮
い
て

天
と
な
り
、
黄
身
が
重
く
、
下
に
沈
ん
で
地
と
な
っ
た
。
そ
の
黒
子
の
殻

が
粉
々
に
な
っ
て
、
黄
身
に
交
え
て
岩
と
な
り
、
白
身
に
交
え
て
星
と
な

っ
た
。
そ
し
て
白
身
に
交
え
た
や
や
大
き
な
二
つ
の
殻
の
礫
は
、
一
つ
は

太
陽
と
な
り
、
一
つ
は
月
と
な
っ
た
。
以
来
、
天
も
あ
り
、
地
も
あ
り
、

日
も
あ
り
、
夜
も
あ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
盤
古
は
十
万
八
千
才
ま
で
生
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

死
ん
で
か
ら
は
身
は
毘
青
山
と
化
し
、
魂
は
雷
神
と
化
し
た
。

　
こ
の
神
話
伝
説
の
ポ
イ
ン
ト
を
要
約
す
る
と
、
即
ち
宇
宙
混
沌
↓
独
り
神

の
誕
生
↓
力
に
よ
る
天
地
開
關
と
い
う
よ
う
に
な
る
が
、
こ
の
伝
説
は
、
明

ら
か
に
天
地
の
開
關
が
独
り
神
の
仕
業
に
よ
る
も
の
だ
と
強
調
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
同
じ
く
漢
民
族
の
盤
古
に
よ
る
天
地
開
關
の
神
話
伝
説
に
は
、
ま
た
「
盤

古
寺
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
そ
の
粗
筋
は
基
本
的
に
右
に
掲
げ
た
「
盤
古
王

開
天
」
と
同
じ
で
あ
る
が
、
盤
古
の
成
長
と
死
後
に
つ
い
て
は
、
異
な
る
と

こ
ろ
を
見
せ
て
い
る
。

　
鶏
子
の
殻
を
打
ち
破
っ
て
出
た
盤
面
は
、
天
地
再
び
合
体
す
る
の
を
心

配
す
る
の
で
、
手
で
天
を
支
え
、
足
で
地
を
踏
ん
で
、
こ
の
よ
う
に
盤
古

の
体
は
、
日
ご
と
に
一
心
に
延
び
、
天
地
も
日
ご
と
に
一
丈
と
離
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
一
万
八
千
年
が
過
ぎ
た
。
過
怠
は
高
さ
九
万
里

の
巨
人
に
成
長
し
、
天
地
も
彼
の
体
に
よ
っ
て
九
万
里
と
引
き
裂
か
れ
た
。

し
か
し
、
盤
古
が
天
地
を
切
り
開
い
た
こ
と
に
疲
れ
て
、
ま
も
な
く
死
ん

だ
。
そ
の
死
後
、
左
の
目
は
明
る
い
太
陽
と
な
り
、
右
の
目
は
さ
や
か
な

月
と
な
り
、
髪
と
髭
は
並
々
と
な
っ
て
空
に
散
ら
嵌
め
ら
れ
、
口
か
ら
出

る
息
は
、
春
風
や
雲
や
霧
と
な
り
、
声
は
雷
や
稲
妻
と
な
り
、
体
の
肉
は

土
地
と
な
り
、
筋
や
脈
絡
は
道
路
と
な
り
、
手
足
は
高
山
峻
嶺
と
な
り
、

骨
や
歯
は
地
下
に
埋
蔵
す
る
金
銀
銅
鉄
、
玉
石
と
な
り
、
血
液
は
江
河
と

な
り
、
汗
は
雨
露
と
な
り
、
体
の
毛
は
花
草
樹
木
と
な
り
、
魂
は
人
畜
鳥

　
　
　
　
　
　
　

獣
と
な
っ
た
。

　
張
振
起
（
中
国
の
神
話
研
究
者
）
氏
の
考
察
に
よ
る
と
、
盤
古
に
よ
る
天
地

開
戸
の
神
話
伝
説
は
、
本
来
北
方
の
中
原
地
帯
に
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
後
、
部
族
間
の
戦
争
で
引
き
起
こ
し
た
中
原
地
域
か
ら
南
へ
の
移
民
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

よ
っ
て
、
西
南
地
方
や
南
方
に
流
布
し
て
い
た
。
三
国
時
代
（
二
二
二
～
二
八

○
）
、
呉
の
徐
整
が
著
し
た
『
三
五
歴
紀
』
は
、
盤
古
の
神
話
を
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。

天
地
混
沌
如
鶏
子
、
盤
古
生
其
中
。
万
八
千
歳
、
天
地
開
關
、
陽
清
為
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天
、
陰
濁
適
地
。
盤
古
在
忙
中
、
一
日
首
鼠
、
神
干
天
、
聖
干
地
。
天
日

高
一
丈
、
地
日
厚
一
丈
、
盤
古
日
長
一
丈
、
如
此
万
八
千
歳
。
天
数
山
高
、

地
面
極
深
、
盤
石
極
長
。
後
様
有
三
皇
。
数
起
干
一
、
立
干
三
、
論
調
五
、

立
干
七
、
処
干
九
、
故
に
二
丈
地
九
万
里
。
（
罪
云
文
類
聚
』
巻
一
『
三
五
歴
紀
』

よ
り
引
く
）

典
と
は
、
少
し
異
な
る
点
を
見
せ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
方
と
も
盤

古
と
い
う
独
り
神
の
天
地
開
開
の
役
割
と
功
徳
を
強
調
し
、
力
強
い
男
性
の

原
理
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
独
り
神
に
よ
る
天
地
開
扉
の
発
想
と

関
連
し
て
、
古
代
中
国
の
北
方
に
は
ま
た
「
巨
霊
」
の
話
が
広
く
流
布
し
て

い
る
。

15t

久富孫

　
蓋
置
の
記
述
は
民
間
の
神
話
伝
説
よ
り
か
な
り
簡
素
化
し
て
い
る
。
天
地

の
開
開
が
盤
古
と
い
う
独
り
神
の
力
に
よ
る
と
い
う
発
想
に
は
変
わ
り
が
な

い
が
、
七
子
の
白
身
と
黄
身
に
よ
る
天
地
の
形
成
は
「
陽
清
二
天
、
陰
言
為

地
」
と
い
う
よ
う
に
抽
象
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
両
者
の
最
も
大
き
な
相

違
点
は
、
即
ち
徐
整
の
記
述
に
は
、
野
道
の
後
に
コ
ニ
皇
」
が
加
わ
り
、
「
数

起
干
一
、
立
干
三
、
成
干
五
、
盛
干
七
、
処
子
九
」
と
い
う
道
教
の
奇
数
に

よ
る
万
物
生
成
の
観
念
が
差
し
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　
盤
古
に
よ
る
開
天
關
地
に
つ
い
て
、
明
の
時
代
の
周
游
は
、
そ
の
著
書
『
上

古
開
關
術
繹
通
俗
志
伝
』
の
中
で
、
盤
古
の
役
割
を
さ
ら
に
明
確
に
し
て
い

る
。

　
（
盤
古
）
翠
雨
一
伸
、
天
即
漸
高
、
地
便
墜
下
。
而
天
地
更
有
相
連
者
、

左
手
執
墾
、
右
手
執
斧
、
或
用
斧
壁
、
或
以
墾
開
、
自
慰
神
力
。
久
而
天

地
即
分
、
二
面
昇
降
、
清
者
血
忌
天
、
濁
落
下
為
地
、
自
此
混
沌
荘
開
　
。

右
に
掲
げ
た
北
方
の
民
間
に
伝
わ
る
盤
古
の
伝
説
と
そ
れ
を
記
述
し
た
古

　
二
華
之
山
、
本
一
山
也
。
当
年
、
河
水
過
苗
圃
曲
行
。
河
南
巨
霊
、
以

手
船
霊
其
上
、
以
足
躇
離
魚
串
、
中
分
為
両
、
以
西
河
流
。
今
観
手
　
干

華
山
上
、
指
階
子
形
餅
盤
。
脚
　
在
首
陽
山
下
、
至
今
猶
存
。
（
『
捜
神
記
』

巻
十
三
）

有
巨
霊
慌
者
、
遍
得
坤
元
之
道
、
能
造
山
川
、
出
江
河
。
（
『
四
這
開
山
図
』
）

巨
霊
與
元
気
斉
生
、
為
手
元
真
母
。
（
『
路
史
・
前
紀
三
』
）

有
巨
霊
者
、
遍
得
元
坤
之
道
、
故
年
元
気
一
時
生
混
沌
。
（
『
太
平
御
覧
』
巻

一）

　
か
か
る
巨
霊
の
伝
説
を
み
て
も
解
る
よ
う
に
、
天
地
開
闘
、
国
土
の
創
成

が
独
り
神
に
よ
っ
て
為
し
遂
げ
た
と
い
う
発
想
は
、
も
と
も
と
北
方
に
形
成

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
後
に
述
べ
る
南
方
の
天
地
自
然
生
成
の
理

論
と
同
じ
系
統
の
も
の
で
は
な
い
。

　
一
方
、
盤
古
が
死
ん
で
か
ら
万
物
に
化
す
る
話
は
、
同
じ
く
北
方
の
楽
安

博
昌
（
今
の
山
東
寿
光
）
出
身
の
梁
の
人
任
肪
が
著
し
た
『
述
異
記
』
で
は
、

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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昔
盤
古
氏
起
死
也
。
頭
為
四
々
、
目
為
日
月
、
脂
膏
為
江
海
、
毛
髪
為

草
木
。
秦
漢
間
俗
説
、
盤
古
氏
頭
為
東
岳
、
腹
寺
中
岳
、
左
見
知
南
岳
、

旧
劇
為
北
岳
、
足
為
西
岳
。
先
儒
説
、
盤
古
氏
泣
為
江
河
、
気
金
風
、
声

風
雷
、
目
瞳
為
電
。
古
説
、
虚
宿
氏
無
為
晴
、
怒
為
陰
。

し
か
し
、
同
じ
内
容
の
話
が

っ
て
い
る
。

『
五
運
歴
年
紀
』
の
中
で
は
、
次
の
よ
う
に
な

　
元
気
濠
鴻
、
萌
芽
藪
始
、
士
分
天
地
、
肇
立
乾
坤
、
啓
陰
感
陽
、
分
布

元
気
、
乃
孕
中
和
、
是
為
人
也
。
首
生
盤
古
、
垂
死
化
身
。
気
成
風
雲
、

声
為
雷
震
、
左
眼
為
日
、
右
眼
為
月
、
四
肢
五
体
為
四
極
五
岳
、
血
液
為

江
河
、
筋
脈
為
地
理
、
筋
肉
為
田
土
、
髪
髭
為
星
辰
、
皮
毛
為
草
木
、
歯

骨
為
金
石
、
精
髄
為
珠
玉
、
汗
流
為
雨
澤
、
身
為
諸
虫
、
国
風
所
感
、
化

為
黒
円
。

　
こ
の
二
つ
の
記
述
は
、
前
に
掲
げ
た
「
盤
古
寺
」
と
い
う
神
話
伝
説
の
後

半
部
と
内
容
的
に
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
が
、
し
か
し
『
五
運
歴
年
紀
』
の
中

の
盤
古
は
、
天
地
繭
紬
の
神
で
は
な
く
、
天
地
開
開
以
後
に
生
ま
れ
た
神
で
、

し
か
も
誕
生
し
た
時
点
で
「
垂
死
化
身
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
北
方
の

民
間
に
伝
わ
る
「
盤
古
開
天
閣
地
」
及
び
「
盤
古
寺
」
の
神
話
伝
説
と
だ
い

ぶ
趣
旨
が
違
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
「
元
気
濠
鴻
、
萌
芽
藪
始
、
遂
分
天
地
、

肇
立
乾
坤
、
啓
陰
感
陽
、
分
布
元
気
、
乃
孕
中
和
」
と
い
う
描
写
も
、
明
ら

か
に
南
方
に
生
ま
れ
た
思
想
家
で
あ
る
老
子
の
「
万
物
負
陰
阜
抱
陽
、
沖
気

圧
為
和
。
」
を
踏
ま
え
て
、
道
教
的
色
彩
が
濃
厚
で
あ
る
。

　
同
じ
く
天
地
開
開
に
つ
い
て
、
徐
整
の
『
三
五
歴
紀
』
に
先
立
ち
、
漢
武

帝
の
時
代
（
二
二
〇
六
～
後
八
）
、
准
南
国
（
准
南
と
は
、
直
江
郡
、
す
な
わ

ち
今
の
安
徽
省
北
部
に
当
た
る
。
戦
国
時
代
に
は
楚
国
の
支
配
下
に
あ
っ
た
）

の
王
で
あ
っ
た
劉
安
が
、
そ
の
食
客
と
し
て
抱
え
て
い
た
書
生
た
ち
に
命
じ

て
編
纂
さ
せ
た
『
准
南
子
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
『
日
本
書
紀
』
本
文
の
冒
頭

部
分
を
検
討
す
る
際
に
掲
げ
た
が
、
民
間
の
伝
説
と
古
典
の
記
述
と
の
関
係

を
検
討
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
『
准
南
子
』
の
「
精
神
訓
」
と
「
天
文
訓
」

に
記
さ
れ
て
い
る
天
地
開
關
の
箇
所
を
も
う
一
度
例
示
し
て
お
く
。

　
東
灘
有
天
地
之
時
、
惟
像
無
形
、
窃
窃
冥
冥
、
芒
藏
藁
菰
、
項
濠
鴻
洞
、

莫
里
国
門
。
有
二
神
混
生
、
経
翠
煙
地
。
主
辞
莫
知
其
所
終
極
、
酒
乎
莫

知
其
所
止
息
。
於
是
乃
別
為
陰
陽
、
離
為
八
極
、
剛
柔
相
成
、
万
物
乃
形
。

（『

y
南
子
・
精
神
訓
』
）

　
思
妻
未
形
、
漏
薦
翼
翼
、
洞
洞
漏
湖
、
故
日
大
昭
。
道
始
虚
廓
、
虚
廓

生
宇
宙
、
宇
宙
生
気
、
気
有
漢
堤
。
清
陽
者
薄
靡
為
天
、
重
濁
者
凝
滞
為

地
。
清
妙
合
憲
易
、
重
器
凝
蜴
難
、
故
天
盛
成
露
地
後
立
。
天
地
之
襲
精

為
陰
陽
、
陰
陽
之
專
精
為
四
時
、
四
時
之
散
垂
耳
万
物
。
（
『
准
南
子
・
天
文

訓
』
）
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ま
ず
「
精
神
訓
」
の
文
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
現
代
語
に
訳
す
と
「
む
か
し

天
と
地
が
な
か
っ
た
と
き
に
、
た
だ
無
形
と
し
か
讐
え
よ
う
が
な
く
、
暗
く

深
く
混
沌
と
し
た
気
が
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
湧
き
出
で
て
、
果
て
し
な
く

連
な
っ
て
い
た
。
そ
の
中
か
ら
二
神
が
渾
然
一
体
と
な
っ
て
生
ま
れ
、
天
地

を
造
り
始
め
た
。
そ
の
事
業
は
大
き
い
こ
と
終
極
が
知
れ
ず
、
酒
々
た
る
こ

と
止
ま
り
が
知
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
別
れ
て
陰
陽
と
な
り
、
離
れ
て
八
方

の
極
が
立
ち
、
剛
柔
が
相
成
り
て
、
万
物
が
形
づ
く
ら
れ
た
。
」
と
い
う
よ

う
に
な
る
が
、
こ
の
「
精
神
訓
」
の
文
で
は
、
天
地
の
開
關
が
独
り
神
の
盤

古
で
は
な
く
、
二
神
に
よ
る
も
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
二
神
の
渾
然

一
体
の
形
で
生
ま
れ
た
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
中
国
西
南
地
方
の
苗
族
や
瑠
族

な
ど
の
少
数
民
族
の
間
に
流
布
し
て
い
る
神
話
伝
説
の
中
の
「
伏
義
と
心
肝
」

を
指
す
と
思
わ
れ
る
（
馬
王
立
に
出
土
し
た
文
物
に
は
伏
義
と
女
蝸
の
交
尾

図
が
あ
る
）
。
そ
う
す
る
と
、
『
潅
南
子
・
精
神
訓
』
に
出
て
く
る
天
地
開
關

の
神
は
、
北
方
の
県
主
と
系
統
が
違
う
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
即

ち
『
准
南
子
・
精
神
訓
』
が
北
方
の
盤
古
伝
説
と
異
な
る
神
話
伝
説
を
下
敷

き
に
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
『
准
南
子
・
天
文
訓
』
に
記
さ
れ
て
い
る
天
地
串
良
に
は
、
神
の

存
在
さ
え
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
天
地
が
混
沌
と
し
て
い
た
時
か
ら
、
漸

次
に
天
と
地
が
分
離
し
、
次
い
で
時
間
的
、
空
間
的
に
自
然
万
物
が
形
成
さ

れ
た
こ
と
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
発
想
は
、
本
来
南
方
に
そ
の
端

を
発
し
た
道
家
の
宇
宙
観
か
ら
由
来
し
て
い
る
。
道
家
の
考
え
方
に
し
て
み

れ
ば
、
道
の
本
源
は
虚
廓
に
あ
り
、
虚
廓
か
ら
宇
宙
が
生
じ
、
宇
宙
か
ら
陰

陽
の
気
が
生
じ
、
そ
の
陰
陽
の
精
が
合
し
て
万
物
を
化
成
す
る
。
即
ち
『
列

子
・
天
瑞
篇
』
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
象
れ
形
有
る
者
は
無
形
よ
り

生
ず
、
則
ち
天
地
は
い
つ
く
よ
り
生
ず
る
。
故
に
曰
く
、
太
易
有
り
、
太
初

有
り
、
太
始
有
り
、
太
素
有
り
と
。
太
易
は
未
だ
気
の
見
は
れ
ざ
る
な
り
。

太
初
は
気
の
始
め
な
り
、
太
始
は
形
の
始
め
な
り
。
太
素
は
質
の
始
め
な
り
。

気
と
形
と
質
と
具
は
り
て
、
未
だ
相
離
れ
ず
、
故
に
歌
論
と
日
ふ
」
。
こ
の

列
子
の
理
論
は
、
実
に
「
道
家
の
祖
」
と
言
わ
れ
る
揚
子
江
流
域
の
楚
文
化

圏
に
生
ま
れ
た
哲
学
者
老
子
の
「
天
下
万
物
生
干
有
、
有
生
干
魚
『
ピ
を
踏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

ま
え
た
も
の
で
、
「
無
」
は
、
即
ち
「
無
場
之
状
、
無
筆
之
像
」
、
そ
の
状
態

は
「
惟
胱
惟
惚
。
惚
里
宮
号
、
其
中
有
象
、
字
号
亭
号
、
年
中
有
精
籠
じ
で

あ
る
。
老
子
は
こ
れ
を
「
道
」
と
名
付
け
て
い
る
。
「
有
物
混
成
、
先
天
地

生
。
寂
単
玉
号
、
興
亡
而
不
改
、
周
行
而
不
霊
、
可
以
為
天
下
母
。
吾
不
知

醜
名
。
字
之
正
道
。
強
為
之
名
日
大
。
大
日
逝
、
斎
日
遠
、
遠
日
反
。
故
道

大
。
天
仁
。
地
大
。
王
亦
大
。
域
中
有
四
大
。
而
王
居
其
一
焉
。
人
法
地
、

地
法
天
、
天
法
道
、
道
法
自
然
『
じ
こ
の
文
を
現
代
語
で
解
釈
す
る
と
、
即

ち
「
宇
宙
の
初
め
に
、
渾
沌
と
し
た
何
物
か
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
天
地
の
分

れ
る
前
か
ら
生
じ
て
い
た
。
声
も
な
く
、
姿
も
な
い
存
在
で
あ
る
が
、
他
の

何
物
に
も
頼
ら
ず
に
独
立
し
て
変
わ
ら
な
い
。
し
か
も
万
物
に
あ
ま
ね
く
行

き
わ
た
っ
て
い
て
怠
ら
な
い
。
従
っ
て
天
下
の
母
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ざ
な

私
は
そ
の
も
の
の
名
を
知
ら
な
い
。
故
に
こ
れ
に
字
し
て
「
道
」
と
言
い
、

強
い
て
こ
れ
に
名
付
け
て
「
大
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
道
は
大
き
い
の

で
、
万
物
を
産
み
続
け
展
開
し
続
け
、
先
へ
先
へ
と
逝
い
て
止
ま
ぬ
。
だ
が
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『古事記』の天地開關と中国古典

遠
ざ
か
る
こ
と
が
極
ま
る
と
、
ま
た
根
源
た
る
道
に
返
っ
て
く
る
。
故
に
道

は
大
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
天
と
地
は
皆
大
き
な
存
在
だ
。
王
も
ま
た
大
き

い
。
国
の
中
に
は
こ
の
四
つ
の
大
き
い
存
在
が
あ
り
、
王
も
そ
の
一
つ
に
い

る
。
そ
の
秩
序
と
し
て
、
人
は
地
に
の
っ
と
り
、
地
は
天
に
の
っ
と
り
、
天

は
道
に
の
っ
と
っ
て
い
る
。
道
は
自
然
（
あ
り
の
ま
ま
）
に
の
っ
と
る
。
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
老
子
に
し
て
見
れ
ば
、
天
地
開
關
の
順
序
は
、
渾
沌

た
る
物
1
1
道
↓
天
↓
地
↓
人
（
王
）
と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
、
こ
れ
が
一
周

し
て
、
ま
た
人
（
王
）
↓
地
↓
天
↓
道
（
渾
沌
た
る
物
）
と
い
う
よ
う
に
還

元
し
て
、
最
後
に
自
然
に
帰
依
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
老
子
は
玄
妙
な

瞑
想
の
中
に
身
を
沈
め
て
、
一
種
類
感
覚
を
超
越
し
、
経
験
を
超
越
し
、
具

体
的
事
物
を
超
越
し
た
「
道
」
を
考
え
出
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
宇
宙
万
物
、

人
類
誕
生
の
起
源
と
本
質
を
解
釈
し
て
い
る
。
こ
の
玄
妙
な
思
想
は
、
玄
妙

が
ゆ
え
に
空
洞
と
曖
昧
さ
を
帯
び
て
お
り
、
科
学
的
論
拠
と
合
理
的
な
推
理

が
欠
け
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
超
経
験
的
な
幻
想

に
は
、
感
覚
と
経
験
の
裏
付
け
が
必
要
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
万
物
の
根
源
で

あ
る
「
道
」
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
「
万
物
」
を
生
み
出
し
た
か
、
そ
し
て

「
道
」
に
よ
っ
て
生
じ
た
万
物
が
ど
の
よ
う
な
内
在
的
な
一
貫
し
た
構
造
を

備
え
て
い
る
か
、
と
い
う
二
つ
の
問
題
に
合
理
な
説
明
を
加
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
戦
国
時
代
に
北
方
の
農
耕
民
族
の
経
験
に
基
づ
い

て
帰
納
さ
れ
て
き
た
二
つ
の
万
物
生
成
の
理
論
、
即
ち
「
陰
陽
」
の
説
と
「
五

行
」
の
説
は
、
道
家
の
先
達
に
と
っ
て
、
そ
の
玄
妙
且
つ
高
踏
な
理
論
を
充

実
さ
せ
る
の
に
最
も
適
切
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
陰
陽
」
と
「
五
品
目
の
思
想

は
、
前
後
し
て
南
方
の
「
道
」
の
原
理
と
融
合
し
、
老
子
の
手
に
よ
っ
て
さ

ら
に
高
次
元
な
概
念
に
抽
象
さ
れ
、
「
道
」
、
「
無
」
、
コ
」
な
ど
の
宇
宙
の

本
源
が
万
物
を
育
み
出
す
場
合
の
「
仲
介
」
と
な
っ
て
、
「
道
」
と
い
う
こ

の
仮
説
に
、
直
感
経
験
に
符
合
す
る
実
証
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
即
ち
天
地

語
物
の
生
成
す
る
過
程
は
「
道
生
一
、
一
生
二
（
陰
陽
の
軍
気
）
、
二
生
三
、

三
生
偉
物
。
萬
物
負
陰
抱
陽
、
沖
氣
以
仁
和
『
じ
で
あ
る
。

　
老
子
の
「
道
」
の
思
想
を
受
け
継
い
で
、
晋
の
道
教
の
理
論
家
で
あ
る
回

廊
は
、
そ
の
著
書
『
枕
中
書
』
の
中
で
、
南
方
と
北
方
の
天
地
開
關
に
関
す

る
理
論
を
中
和
さ
せ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
昔
秘
儀
未
分
、
漠
津
鴻
檬
、
未
有
成
形
、
天
地
日
月
器
具
、
状
如
鶏
子
、

混
沌
玄
黄
。
已
有
繭
玉
真
人
、
天
地
之
精
、
自
号
元
始
天
王
、
游
乎
其
中
。

倶
津
経
四
劫
、
天
形
如
巨
蓋
、
上
無
所
系
、
下
無
所
依
。
天
地
之
外
、
三

潴
無
端
、
玄
玄
太
空
、
無
響
無
声
、
元
気
浩
浩
、
如
水
誓
書
。
下
汐
山
岳
、

上
無
列
星
。
積
寒
堅
剛
、
大
豊
服
維
、
天
地
浮
中
、
展
転
無
方
、
章
動
此

気
、
天
地
不
生
。
天
国
如
龍
旋
回
羽
中
。
復
経
四
劫
、
二
儀
始
分
、
相
去

三
万
六
千
里
。
崖
石
出
血
成
水
、
水
生
元
虫
、
元
宝
生
濱
牽
、
濱
牽
生
剛

須
、
剛
須
生
鮮
。
元
始
天
王
在
天
中
心
之
上
、
名
二
重
京
山
、
山
中
宮
殿

並
金
石
飾
之
、
三
跡
吸
天
元
…
、
傭
飲
地
竜
。
復
経
二
劫
、
忽
生
太
元
玉
門
、

在
石
茸
積
地
之
中
、
出
而
重
言
、
人
形
倶
足
、
天
姿
絶
妙
、
常
游
厚
地
之

間
、
仰
吸
元
死
…
、
号
日
太
元
聖
母
。
元
始
筆
下
岩
見
之
、
乃
與
通
気
豊
平
、
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理
説
上
下
。
…
…
生
天
皇
十
三
頭
、
活
三
万
六
千
歳
、
思
為
扶
桑
大
帝
東

王
公
、
号
嫡
庶
陽
父
。
又
生
九
光
元
女
、
号
日
太
息
西
王
母
、
盛
夏
漢
夫

人
。
天
皇
受
号
十
三
頭
、
後
生
地
皇
，
地
墨
十
一
頭
、
地
吉
生
人
皇
九
頭
、

各
治
三
万
六
千
歳
。

久富孫

　
こ
こ
で
天
地
開
關
の
順
序
は
、
鶏
子
の
如
く
混
沌
た
る
宇
宙
に
、
天
地
の

精
た
る
元
始
天
王
（
『
霊
宝
度
人
経
』
で
は
「
元
始
天
王
」
を
「
化
生
諸
天
、

開
明
三
星
、
仁
心
天
根
、
上
無
品
祖
、
唯
道
書
身
」
と
解
釈
し
て
い
る
）

…
盤
古
真
人
が
そ
の
中
を
遊
し
、
宇
宙
が
四
劫
を
経
て
ば
じ
め
て
二
儀
（
陰

陽
1
1
天
地
）
に
別
れ
、
そ
こ
で
万
物
と
神
々
が
生
ま
れ
る
と
い
う
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
こ
こ
で
元
始
天
王
に
北
方
神
話
中
の
英
雄
で
あ
る
盤
古
を
以
て

当
て
嵌
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
呂
氏
春
秋
・
仲
夏
紀
』
で
は
、
天
地
辻
三

の
順
序
を
「
太
一
は
両
面
を
出
だ
し
、
両
雄
は
陰
陽
を
出
だ
す
。
万
物
の
出

つ
る
所
、
太
一
に
窄
ま
り
、
陰
陽
に
化
さ
る
。
」
と
概
括
し
て
い
る
。

　
一
方
、
老
子
は
「
道
」
と
い
う
理
論
の
ほ
か
に
、
天
地
の
根
源
を
ま
た
女

性
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
る
「
谷
神
」
（
「
米
神
不
死
、
是
謂
玄
牝
。
雲
量
之
門
、

是
謂
天
地
之
根
、
綿
綿
乎
若
存
、
用
之
不
時
。
」
『
老
子
・
成
象
第
六
』
）
に
讐

え
て
、
農
耕
文
化
に
由
来
し
て
い
る
母
神
信
仰
も
唱
え
て
い
る
。
こ
の
母
神

信
仰
と
関
係
す
る
中
国
の
神
話
伝
説
に
は
、
「
女
｛
昔
造
人
」
、
「
愚
慮
二
天
」

な
ど
が
あ
る
。
「
女
憲
氏
亦
風
雪
、
蛇
身
人
首
、
有
神
聖
之
徳
、
代
｛
必
犠
立
、

　
　
　
　
（
1
5
）

号
日
女
希
氏
」
。
東
漢
時
代
の
鞘
堂
は
、
『
説
文
解
字
』
の
中
で
、
女
｛
必
の
「
｛
必
」

の
字
を
「
｛
必
、
古
之
神
聖
女
、
化
万
物
者
也
。
」
と
言
っ
て
、
「
慮
」
の
字
を

既
成
の
神
話
伝
説
で
説
明
し
て
い
る
。
実
は
「
｛
必
」
の
字
は
「
局
」
と
通
じ
、

う
ず
ま
く
丸
い
穴
を
表
す
象
形
文
字
で
あ
る
。
即
ち
女
性
の
生
殖
器
の
シ
ン

ボ
ル
で
、
老
子
の
万
物
を
生
み
出
す
「
玄
牝
」
と
同
じ
意
味
で
あ
る
。

　
女
｛
必
は
二
つ
の
偉
業
を
為
し
遂
げ
た
と
神
話
伝
説
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
は
、
天
を
補
い
洪
水
を
止
め
る
こ
と
、
即
ち
「
往
古
之
時
、
四
極

廃
、
九
州
裂
、
天
不
和
覆
、
地
不
半
座
、
火
濫
炎
而
不
滅
、
水
浩
洋
而
不
息
、

猛
獣
精
粗
民
、
驚
無
畜
老
弱
。
干
是
女
｛
必
煉
聴
色
石
以
補
蒼
天
、
断
驚
足
回

立
四
極
、
殺
黒
龍
以
済
翼
州
、
下
請
灰
湿
半
淫
水
『
）
」
。
こ
こ
で
は
、
女
蝸

の
自
然
の
秩
序
を
回
復
す
る
功
労
を
賞
賛
し
て
い
る
。
し
か
し
、
『
甲
子
・

仁
心
』
及
び
『
論
衡
』
に
は
、
こ
れ
と
趣
旨
の
違
う
話
が
載
っ
て
い
る
。
「
共

工
豊
里
麗
々
為
天
子
、
不
勝
、
怒
而
触
不
周
之
山
、
使
天
柱
折
、
地
維
絶
。

女
｛
必
錆
煉
五
色
石
以
補
蒼
天
、
暴
富
足
目
立
四
極
。
」
（
『
論
衡
・
談
幽
寂
』
）
、

こ
こ
で
は
、
女
｛
必
か
自
然
の
秩
序
を
回
復
す
る
功
労
者
と
い
う
よ
り
、
男
性

の
神
に
破
壊
さ
れ
た
世
界
を
修
復
す
る
と
い
う
女
神
と
し
て
の
威
力
と
権
威

性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
女
｛
必
の
為
し
遂
げ
た
も
う
一
つ
の
偉
業
は
、
人
間
を
造
る
こ
と
で
あ
る
。

「
天
地
開
關
、
未
有
人
民
。
女
当
主
黄
土
作
人
、
劇
務
、
力
不
暇
供
、
乃
引

縄
於
桓
泥
中
、
挙
以
為
人
。
故
富
貴
者
、
黄
土
墨
田
、
貧
賎
凡
庸
者
、
組
人

也
署
」
。
富
貴
人
と
貧
賎
人
の
区
分
は
、
明
ら
か
に
後
世
の
人
が
階
級
社
会

に
基
づ
い
て
加
え
た
概
念
で
あ
る
が
、
女
｛
必
を
め
ぐ
る
神
話
は
、
言
う
ま
で

も
な
く
母
神
の
存
在
を
示
す
女
性
原
理
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
が
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
即
ち
引
落
の
神
話
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伝
説
と
盤
古
の
神
話
伝
説
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
中
国
古
代
の
天
地
開

墾
を
め
ぐ
る
神
話
伝
説
に
は
、
も
と
も
と
二
つ
の
系
統
（
女
性
原
理
を
唱
え

る
も
の
と
男
性
原
理
を
唱
え
る
も
の
）
が
併
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の

裏
に
は
、
中
国
の
上
古
時
代
に
お
け
る
母
系
社
会
が
父
系
社
会
に
移
り
変
わ

る
と
い
う
歴
史
的
要
素
が
潜
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
秦
、
漢
以
後
、
こ

の
二
つ
の
系
統
の
神
話
伝
説
、
即
ち
一
人
の
男
神
（
盤
景
）
と
一
人
の
女
神

（
女
｛
必
）
が
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
人
間
を
造
っ
た
話
は
、
男
女
二
神
の
結
合
に

よ
っ
て
人
間
を
造
っ
た
、
と
い
う
よ
う
に
変
貌
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
即

ち
伏
義
と
女
｛
必
と
の
兄
妹
結
婚
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
天
地
創
造
、
人
間
誕

生
の
神
話
は
、
女
神
↓
男
神
↓
男
神
と
女
神
と
の
結
合
へ
、
と
い
う
順
序
に

沿
っ
て
移
り
変
わ
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
道
教
は
こ
の
変
貌
を
次
の
よ
う
に

理
論
化
し
て
い
る
。

　
分
陰
分
陽
、
両
儀
立
焉
。
…
…
乾
道
成
男
、
里
道
二
女
、
鼎
呂
交
感
、

化
生
万
物
、
万
物
生
生
而
変
化
無
窮
焉
。
惟
人
也
得
其
秀
而
最
霊
。
（
『
太

極
図
説
』
）

　
女
性
原
理
を
説
く
神
話
に
は
、
ま
た
「
西
王
母
」
、
「
白
女
、
素
女
」
な
ど

が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
神
話
群
は
、
い
ず
れ
も
女
性
原
理
の
強
調
と
母
性
社

会
へ
の
回
帰
と
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
匂
わ
せ
て
い
る
。

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
中
国
古
代
の
天
地
蓮
華
に
関
す
る
理
論
は
、
民

間
に
伝
わ
る
神
話
伝
説
を
そ
の
素
材
と
し
、
道
教
的
色
付
け
を
経
て
そ
の
完

成
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
論
の
深
層
に
は
、
本
来
北
方
的
な
発
想
と

南
方
的
な
発
想
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
が
否
め
な
い
。
そ
し
て
北
方
的
な
発
想

は
「
独
り
神
」
の
存
在
を
強
調
し
、
南
方
的
な
発
想
は
道
教
の
玄
妙
な
色
彩

が
濃
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
両
方
の
記
述
は
、
民
間
に
伝
わ
る
神
話
伝

説
そ
の
ま
ま
の
形
で
は
な
く
、
先
達
の
手
に
よ
っ
て
再
加
工
さ
れ
、
精
練
さ

れ
、
哲
学
的
に
高
度
に
抽
象
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
前
に
例
示

し
た
『
古
事
記
』
の
序
文
と
『
日
本
書
紀
』
の
本
文
の
天
地
開
会
に
関
す
る

中
国
神
話
の
影
響
も
、
も
と
も
と
中
国
の
民
間
に
流
れ
て
い
る
天
地
開
手
の

神
話
伝
説
そ
の
も
の
に
よ
る
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
思
弁
的
哲
学
思
想
の
発

達
し
た
中
国
の
春
秋
時
代
の
先
達
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
加
工
さ
れ
、
高
度
に

抽
象
化
さ
れ
た
宇
宙
観
、
そ
の
宇
宙
観
を
記
載
し
た
書
物
に
よ
っ
た
も
の
だ
、

と
い
う
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
図
式
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

民
間
伝
説
（
生
の
素
材
）

　
　
↑

文
字
の
記
述
に
よ
る
再
生
産

　
　
↑
『
古
事
記
』
へ
の
影
響

（
哲
学
的
に
変
貌
し
た
物
）

　
し
か
し
、
こ
こ
で
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
即
ち
生
の
素
材
と

再
生
産
の
間
に
は
、
変
容
変
形
が
存
在
し
て
お
り
、
同
一
視
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
し
か
も
再
生
産
の
過
程
に
お
い
て
も
、
空
間
（
異
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な
る
地
域
、
異
な
る
民
族
、
異
な
る
哲
学
者
）
と
時
間
（
異
な
る
時
代
）
の

差
に
よ
っ
て
、
出
来
上
が
っ
た
説
も
そ
れ
ぞ
れ
違
う
わ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に

『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
が
中
国
古
典
神
話
の
記
述
を
受
容
す
る
場
合

に
も
、
当
然
日
本
な
り
の
取
捨
選
択
と
再
加
工
及
び
変
形
変
容
が
あ
っ
た
の

で
あ
る
。四

、
受
容
と
変
貌
の
軌
跡

　
ま
ず
天
地
未
開
開
に
つ
い
て
の
描
写
で
あ
る
が
、
『
古
事
記
』
の
本
文
は
、

「
天
地
初
発
野
心
」
と
い
う
表
現
を
除
い
て
、
中
国
古
典
に
そ
の
出
典
を
求

め
る
こ
と
が
難
し
い
。
そ
れ
に
比
べ
て
『
古
事
記
』
の
序
文
と
『
日
本
書
紀
』

の
本
文
は
、
そ
の
趣
旨
や
表
現
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
中
国
古
典
を
踏
ま
え

て
い
る
。
た
だ
し
仔
細
に
検
討
す
る
と
、
『
古
事
記
』
序
文
の
「
池
元
既
凝
、

気
象
未
効
。
無
名
無
為
、
誰
知
得
形
。
」
は
、
主
と
し
て
『
老
子
』
、
『
妻
子
』

な
ど
の
中
国
の
南
方
の
思
想
家
の
理
論
を
踏
ま
え
て
い
る
が
、
「
乾
坤
初
分
、

参
神
作
造
化
之
首
、
陰
陽
町
会
、
二
霊
為
三
品
之
祖
。
…
…
日
月
彰
於
二
目
」

は
、
前
に
掲
げ
た
「
盤
古
王
開
天
」
、
「
盤
古
寺
」
な
ど
の
神
話
伝
説
を
記
録

し
た
『
三
五
歴
紀
』
、
『
七
絶
記
』
及
び
北
方
と
南
方
の
発
想
を
中
和
し
た
『
枕

中
書
』
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
を
持
っ
て
い
る
。
た
だ
「
万
物
造
化
之
首
」
は

「
盤
古
」
の
よ
う
な
独
り
神
で
は
な
く
、
「
諸
神
」
（
『
三
五
志
紀
』
の
「
後

押
有
三
皇
」
と
数
字
が
同
じ
）
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
『
日
本
書
紀
』

本
文
の
方
は
、
基
本
的
に
『
准
南
子
・
天
文
訓
』
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
使
っ

て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
「
混
沌
と
し
て
い
る
こ
と
鶏
子
の
如
く
」
と
い
う
表

現
だ
け
は
、
『
准
南
子
』
で
は
な
く
、
『
三
五
歴
紀
』
の
「
天
地
混
沌
土
器
子
、

盤
古
生
忌
中
」
の
前
半
句
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
後
半
句

の
「
盤
古
生
其
中
」
は
、
『
日
本
書
紀
』
で
は
「
神
聖
生
其
中
」
と
な
っ
て
、

構
文
が
同
じ
で
あ
る
が
、
『
日
本
書
紀
』
の
場
合
は
「
盤
古
」
を
「
神
聖
」
（
『
一
二

五
歴
紀
』
の
「
神
於
天
聖
於
地
」
と
い
う
一
句
の
「
神
」
と
「
聖
」
の
字
を

取
っ
て
組
み
合
わ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
）
に
切
り
替
え
た
の
で
あ
る
。
な

ぜ
『
日
本
書
紀
』
の
本
文
は
『
准
南
子
・
天
文
訓
』
を
下
敷
き
に
し
て
い
な

が
ら
、
右
に
掲
げ
た
箇
所
だ
け
は
、
独
り
神
で
あ
る
盤
古
の
出
生
を
記
述
す

る
『
三
五
歴
紀
』
の
も
の
を
引
用
し
て
い
て
い
る
の
か
。
私
見
で
は
、
『
日

本
書
紀
』
の
著
者
は
天
地
開
開
を
記
述
す
る
と
き
に
、
『
准
南
子
・
天
文
訓
』

と
『
三
五
皇
紀
』
と
い
う
二
つ
の
中
国
古
典
を
参
考
に
し
た
可
能
性
が
あ
る

が
、
た
だ
し
『
三
五
歴
紀
』
の
天
地
開
開
が
盤
古
と
い
う
独
り
神
の
力
に
よ

る
記
述
は
、
日
本
固
有
の
神
話
伝
説
或
い
は
日
本
古
代
の
発
想
（
例
え
ば
天

地
の
開
關
は
独
り
神
で
は
な
く
、
参
神
或
い
は
天
つ
諸
神
、
『
万
葉
集
』
で

は
「
八
百
万
、
千
万
神
」
（
巻
二
・
一
六
七
）
と
い
う
複
数
の
神
に
よ
る
）

と
異
な
る
が
た
め
に
、
一
句
だ
け
引
用
し
て
、
そ
の
ほ
か
は
天
地
自
然
生
成

の
原
理
を
唱
え
る
『
准
南
子
・
天
文
訓
』
を
吸
収
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
『
古
事
記
』
の
序
文
、
本
文
と
『
日
本
書
紀
』
の
本
文
に
は
、
独
り
神
或

い
は
巨
人
の
力
に
よ
る
天
地
開
關
と
い
う
発
想
が
認
め
ら
れ
な
い
が
、
そ
の

代
わ
り
に
、
「
天
之
御
中
主
神
」
（
『
紀
』
に
国
常
理
尊
）
、
「
高
御
産
主
日
神
」

（『

I
』
に
国
狭
碧
雲
）
、
「
神
産
巣
日
直
」
（
『
紀
』
に
豊
掛
淳
尊
）
と
い
う
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「
参
神
」
が
、
天
地
開
關
の
神
と
し
て
登
場
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
参
神
に

つ
い
て
、
『
古
事
記
』
の
序
文
は
た
だ
「
参
神
作
造
化
之
首
」
と
い
う
一
句

だ
け
で
描
写
し
、
ほ
か
に
何
も
触
れ
て
い
な
い
。
『
古
事
記
』
の
本
文
は
、

こ
の
「
参
宮
」
が
高
天
原
に
誕
生
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
を
意
味
す
る

名
前
－
「
天
々
御
中
主
神
」
（
天
の
中
央
に
あ
っ
て
宇
宙
を
統
一
す
る
）
、

「
高
御
産
三
日
神
」
（
宇
宙
の
生
成
を
司
ど
る
）
「
神
学
巣
日
神
」
（
万
物
の

生
命
の
母
神
）
　
　
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
行
動
の
記
述
が
な

く
、
墨
書
い
ず
れ
も
単
独
の
神
と
し
て
、
誕
生
し
た
時
点
で
身
を
隠
し
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
日
本
書
紀
』
の
本
文
は
、
「
参
神
」
の
名
前
に

皆
「
尊
」
の
文
字
を
使
い
、
そ
の
う
ち
国
常
立
言
の
誕
生
に
つ
い
て
は
、
「
高

天
原
に
成
れ
る
」
の
で
は
な
く
、
国
が
魚
の
水
上
に
浮
ん
で
い
る
よ
う
な
状

態
の
中
に
、
天
地
の
間
に
葦
の
芽
に
似
て
い
る
も
の
が
生
ま
れ
、
こ
れ
が
国

常
立
尊
と
な
っ
て
現
れ
た
の
で
あ
る
と
、
わ
り
あ
い
具
体
的
に
描
写
し
て
い

る
。
『
古
事
記
』
本
文
に
も
「
国
稚
く
浮
き
し
脂
の
如
く
し
て
久
羅
下
那
州

多
陀
用
田
流
時
、
葦
牙
の
如
く
萌
え
騰
る
物
に
因
り
て
成
れ
る
神
」
と
い
う

相
似
す
る
描
写
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
国
常
用
尊
に
相
当
す
る
天
之
御
中
主
神

の
誕
生
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
「
参
神
」
以
外
の
「
宇
摩
志
阿
斯
詞
備
比
古

半
神
」
の
誕
生
状
況
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
両
者
が
相
違
し

て
い
る
が
、
た
だ
し
宇
宙
の
初
の
頃
に
、
国
が
水
上
に
浮
ん
で
、
葦
の
芽
の

よ
う
に
も
え
あ
が
る
物
が
神
に
な
っ
た
と
い
う
（
神
が
力
に
よ
る
の
で
は
な

く
、
自
然
に
生
成
し
た
）
点
に
お
い
て
は
両
者
の
発
想
が
同
じ
で
あ
る
。

　
こ
の
「
霊
神
」
の
発
想
を
以
て
中
国
古
典
と
比
較
す
る
と
、
ま
ず
『
三
五

神
事
』
の
記
述
に
は
、
盤
古
の
後
に
「
乃
有
三
皇
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

こ
の
三
皇
は
「
天
皇
」
、
「
地
霊
」
、
「
人
皇
」
或
い
は
「
伏
義
」
、
「
女
蝸
」
、
「
神

農
」
を
指
す
と
さ
れ
て
い
る
。
「
天
皇
」
「
地
風
」
「
人
皇
」
を
指
す
場
合
は
、

中
国
の
古
典
に
具
体
的
な
記
述
が
な
い
が
、
「
信
義
」
「
女
蝸
」
「
神
農
」
を

指
す
場
合
は
、
い
ず
れ
も
物
語
風
な
伝
説
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
天
、

地
、
人
を
意
味
す
る
言
葉
に
は
、
ま
た
「
三
元
」
「
三
儀
」
「
三
極
」
「
三
才
」

な
ど
が
あ
る
。
『
古
事
記
』
序
文
が
下
敷
き
に
し
て
い
る
唐
の
長
孫
無
忌
の

「
進
五
経
正
義
表
」
に
は
、
「
混
元
初
關
、
三
極
墾
道
分
焉
」
と
あ
り
、
「
進

律
県
議
表
」
に
は
「
三
才
既
分
」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
三
極
」
と
「
三
才
」

は
、
具
体
的
な
神
を
指
す
の
で
は
な
く
、
天
、
地
、
人
の
滋
雨
で
あ
る
。
従

っ
て
『
古
事
記
』
の
「
参
神
」
は
、
こ
れ
に
等
し
い
と
は
言
え
な
い
。
名
前

の
文
字
に
よ
っ
て
役
割
の
分
担
を
意
味
す
る
『
古
事
記
』
の
三
柱
神
（
天
之

御
中
主
神
1
1
天
の
中
央
に
あ
っ
て
宇
宙
を
統
一
す
る
神
、
高
御
産
巣
日
算
1
1

宇
宙
の
生
成
を
司
ど
る
神
、
量
産
巣
日
神
1
1
万
物
の
生
命
の
母
神
）
の
構
成

と
相
似
す
る
の
は
、
前
に
挙
げ
た
『
呂
氏
春
秋
・
仲
夏
紀
』
の
「
太
一
出
両

手
、
両
儀
出
陰
陽
。
万
物
之
出
所
、
太
一
造
化
陰
陽
」
で
あ
る
が
、
し
か
し

道
教
の
「
太
一
」
は
、
天
の
中
心
一
北
極
に
あ
る
「
北
辰
星
」
を
指
す
場

合
も
あ
る
し
、
元
始
天
王
（
盤
古
）
を
指
す
場
合
も
あ
る
。
日
本
思
想
大
系

『
古
事
記
』
の
補
注
は
、
「
天
之
御
中
主
神
」
が
こ
の
両
者
と
密
接
な
関
係

が
あ
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
し
か
し
道
教
の
「
北

辰
星
」
の
場
合
は
、
そ
の
周
り
に
ま
た
「
傍
ら
の
三
星
」
、
「
後
ろ
に
句
が
る

四
星
」
、
さ
ら
に
「
蘇
れ
を
め
ぐ
り
た
す
け
掛
る
十
二
星
」
が
あ
る
。
『
古
事
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記
』
本
文
の
「
天
之
御
中
主
神
」
の
後
に
誕
生
し
た
神
韻
七
代
の
神
の
数
が
、

併
せ
て
十
七
人
で
あ
る
。
数
字
に
お
い
て
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
飯
島
忠
夫
氏
は
「
天
之
御
中
主
神
」
に
つ
い
て
、
「
六
朝
時
代
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枕
中
書
に
天
の
中
心
に
い
る
と
い
う
元
始
天
王
の
思
想
の
影
響
」
に
よ
る
と

指
摘
し
て
い
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
元
始
天
王
は
準
率
の
『
枕
中
書
』
の

中
で
、
独
り
神
で
あ
る
「
盤
古
」
を
指
し
、
そ
の
盤
古
が
も
と
も
と
天
地
開

開
の
際
に
具
体
的
な
行
動
を
以
て
臨
ん
で
い
た
が
、
「
天
地
御
中
主
神
」
に

は
そ
れ
が
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
れ
か
ら
「
太
一
出
両
儀
」
の
両
儀
は
、
陰
陽

を
指
し
、
伏
義
と
女
｛
必
の
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
こ
れ
が
「
高
御
産
徳
日
神
」

や
「
神
産
生
日
神
」
で
は
な
く
、
伊
耶
那
岐
と
伊
耶
那
美
の
男
女
二
神
に
相

当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
『
古
事
記
』
本
文
の
三
軽
子
は
、
表
面
の
み

か
ら
見
れ
ば
、
中
国
の
「
太
一
」
と
「
国
儀
」
或
い
は
北
辰
星
に
似
て
い
る

か
も
知
れ
な
い
が
、
中
味
を
吟
味
す
る
と
、
ま
た
似
而
非
な
も
の
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
『
日
本
書
紀
』
に
登
場
す
る
皇
神
、
そ
の
名
前
に
「
尊
」
の
文
字
が
付
い

て
い
る
の
を
見
れ
ば
、
道
教
の
三
清
神
で
あ
る
「
玉
清
境
元
始
天
尊
」
「
上

清
境
霊
宝
天
尊
」
「
太
清
境
道
徳
天
尊
」
と
相
似
す
る
。
た
だ
し
道
教
の
三

尊
神
の
場
合
も
、
右
に
掲
げ
た
太
一
両
儀
、
北
辰
星
と
同
じ
く
、
そ
の
裏
に

は
一
連
の
道
教
の
信
仰
及
び
そ
の
誕
生
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
伝
説
が
付
き

纏
っ
て
い
る
が
、
日
本
の
参
神
の
よ
う
に
誕
生
し
て
直
ぐ
身
を
隠
し
た
の
で

は
な
い
。
従
っ
て
『
日
本
書
紀
』
と
『
古
事
記
』
に
登
場
す
る
参
神
は
、
日

本
の
学
者
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
「
信
仰
的
基
盤
を
持
た
ず
、
物
語
の
展

開
に
何
ら
内
容
的
関
連
を
有
し
て
い
な
い
」
、
「
観
念
的
に
造
作
さ
れ
た
も

〔
1
9
）
の
」
で
あ
る
。
し
か
し
『
古
事
記
』
の
作
者
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
性
格
の

神
を
『
古
事
記
』
の
冒
頭
に
差
し
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
原
因
を
後

の
神
々
の
誕
生
と
併
せ
て
考
え
て
み
た
い
。

　
『
古
事
記
』
本
文
で
は
、
「
天
之
御
中
主
神
」
に
続
い
て
「
高
御
産
連
日

神
」
と
「
神
々
巣
日
露
」
が
生
ま
れ
、
こ
の
三
十
神
の
後
に
「
宇
摩
志
阿
斯

高
地
比
古
遅
神
」
と
「
天
之
常
立
神
」
と
い
う
二
柱
神
が
加
わ
っ
て
五
柱
の

神
と
な
り
、
そ
の
次
に
神
々
が
生
ま
れ
て
併
せ
て
神
世
七
代
を
構
成
し
て
い

る
。
こ
の
一
↓
三
↓
五
↓
七
の
奇
数
に
よ
る
神
の
誕
生
は
、
先
学
の
指
摘
し

て
い
る
通
り
で
、
老
子
の
「
道
生
一
、
一
生
二
、
二
生
三
…
…
」
及
び
『
三

五
歴
紀
』
の
「
数
起
干
一
、
立
干
三
、
成
定
心
、
盛
干
七
」
と
共
通
し
て
い

る
。
道
教
の
文
献
『
真
霊
位
業
図
』
（
陶
弘
景
著
）
に
も
、
道
教
の
神
仙
を
そ

れ
ぞ
れ
左
、
中
、
右
七
つ
の
階
層
に
分
け
て
い
る
。
た
だ
し
、
右
に
も
述
べ

た
よ
う
に
、
中
国
の
古
典
に
登
場
す
る
神
々
（
道
教
の
仙
人
も
含
め
て
）
に

は
、
殆
ど
物
語
風
な
伝
説
が
絡
ん
で
い
る
。
例
え
ば
盤
古
（
力
に
よ
っ
て
天

地
を
開
講
）
、
伏
義
（
八
卦
を
発
明
）
、
女
｛
必
（
沸
石
補
天
）
、
神
農
（
農
業

を
創
立
）
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
道
教
の
場
合
も
仙
人
に
伝
説
中
の
神
を
以

て
当
て
嵌
ま
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
『
古
事
記
』
の
本
文
に
登
場

す
る
別
天
つ
神
、
神
世
七
代
の
神
、
そ
れ
に
伊
邪
那
岐
と
伊
邪
那
美
を
加
え

れ
ば
、
併
せ
て
十
七
人
の
神
の
う
ち
、
七
柱
の
神
が
何
も
せ
ず
に
誕
生
し
て

身
を
隠
し
、
そ
の
他
の
神
も
伊
邪
那
岐
と
伊
邪
那
美
を
除
い
て
、
殆
ど
名
前

が
並
べ
ら
れ
た
だ
け
で
事
蹟
が
伴
わ
な
い
。
日
本
思
想
大
系
『
古
事
記
』
の
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『古事記』の天地開關と中国古典

「
補
注
」
は
、
こ
の
よ
う
な
神
々
が
『
古
事
記
』
の
本
文
の
冒
頭
に
登
場
す

る
「
そ
の
最
大
の
理
由
の
一
と
し
て
国
際
的
契
機
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
記
紀
の
原
型
の
成
立
す
る
推
古
朝
の
当
面
し
た
課
題
は
、
対
外

的
に
は
中
国
王
朝
の
世
界
帝
国
的
秩
序
の
中
に
自
ら
を
「
大
国
」
と
し
て
位

置
付
け
る
と
い
う
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
前
提
と
し
て
王
権
の
正
統
性
を
示
す

必
要
が
あ
っ
た
。
」
と
分
析
し
て
い
る
。
私
も
こ
の
分
析
が
適
切
だ
と
思
う

が
、
こ
こ
で
も
う
一
つ
の
理
由
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
即

ち
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
の
著
者
は
、
こ
の
両
書
を
作
る
と
き
に
、

歴
史
書
を
作
成
す
る
経
験
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
中
国
の
歴
史
書
の
ス
タ
イ

ル
（
神
話
伝
説
中
の
人
物
、
「
三
皇
」
、
「
五
帝
」
か
ら
始
ま
る
）
を
模
倣
し
、

或
い
は
右
に
例
示
し
た
道
教
の
仙
人
系
譜
の
影
響
が
あ
っ
て
、
本
来
日
本
の

神
話
伝
説
中
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
神
々
を
、
中
国
の
神
の
系
譜
を
真
似
て

具
体
的
な
描
写
を
せ
ず
に
「
隠
れ
身
」
の
形
で
、
『
古
事
記
』
本
文
の
冒
頭

に
挿
入
せ
さ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
実
に
、
こ
の
「
身
を
隠
し

た
ま
ひ
き
」
と
い
う
発
想
も
、
ま
た
中
国
の
道
教
に
そ
の
根
源
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
東
田
時
代
の
葛
洪
が
編
纂
し
た
『
神
仙
伝
』
に
は
、
「
然
神

仙
幽
隠
、
與
世
異
流
。
」
（
「
序
」
）
、
「
隠
其
身
而
雑
器
見
。
」
（
「
彰
祖
」
）
と
あ
る
。

つ
ま
り
道
教
の
神
仙
は
、
普
通
姿
が
現
れ
ず
、
幽
隠
と
し
て
世
と
流
れ
を
異

に
す
る
存
在
で
あ
る
。
こ
の
神
仙
幽
隠
の
発
想
は
、
も
と
も
と
日
本
神
話
に

無
か
っ
た
神
々
を
挿
入
す
る
日
本
史
書
の
編
纂
者
に
と
っ
て
ま
さ
に
好
都
合

で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
爆
殺
が
誕
生
す
る
と
き
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
福
永
光
司
氏
は
『
道
教
と

古
代
日
本
』
と
い
う
著
書
の
中
で
、
『
古
事
記
』
本
文
の
「
く
ら
げ
な
す
た

だ
よ
へ
る
時
、
葦
牙
の
如
く
萌
え
騰
る
物
に
因
り
て
成
れ
る
神
」
と
い
う
描

写
が
、
「
西
暦
二
世
紀
、
後
漢
の
魏
伯
陽
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
と
い
う
道

教
の
神
学
教
理
書
『
周
見
参
同
契
』
（
『
開
国
』
太
玄
部
）
巻
上
に
「
陰
陽
の
始

め
、
玄
（
水
）
は
黄
牙
（
黄
色
の
芽
）
を
含
む
。
…
…
金
を
水
母
と
為
し
、
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く

は
子
を
胎
に
隠
す
。
水
は
金
の
子
に
し
て
、
子
は
母
の
胞
に
寂
る
。
（
荒
城
よ

り
生
ま
れ
出
で
し
）
真
人
は
、
至
妙
に
し
て
有
る
が
如
く
亡
き
が
如
く
、
碧
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
い
　
　
　
　
　
あ
る
い

な
る
渕
に
髪
髭
と
し
て
、
乍
は
沈
み
乍
は
浮
か
ぶ
」
を
踏
ま
え
た
文
章
表
現

で
あ
ろ
う
と
指
摘
し
て
い
る
。
『
古
事
記
』
本
文
の
場
合
は
氏
の
指
摘
す
る

通
り
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
し
か
し
『
日
本
書
紀
』
本
文
の
「
警
平
瓦

遊
魚
浮
水
上
。
於
時
天
地
堅
雪
生
小
物
、
状
勢
葦
牙
、
便
化
為
業
」
の
場
合

は
、
そ
の
表
現
が
氏
の
挙
げ
た
文
章
と
違
う
の
で
、
そ
れ
に
出
典
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

　
伊
藤
清
司
氏
は
『
日
本
神
話
と
中
国
神
話
』
（
昭
和
五
四
年
学
生
社
出
版
）
と

い
う
著
書
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
「
浮
き
島
」
型
の
伝
承
の
類
似
例
と
し
て
、

『
列
子
・
湯
帰
篇
』
、
『
潅
南
子
』
、
『
山
海
経
』
、
『
野
中
記
』
、
『
列
仙
伝
』
な

ど
の
中
国
古
典
の
記
述
及
び
中
国
西
南
地
方
の
「
魚
の
国
土
」
と
い
う
伝
承

を
挙
げ
て
い
る
が
、
し
か
し
こ
れ
ら
の
中
国
古
典
の
記
述
と
「
魚
の
国
土
」

の
伝
承
は
、
山
や
島
及
び
大
地
の
形
成
、
或
い
は
そ
れ
を
載
せ
る
亀
と
魚
に

つ
い
て
の
描
写
で
あ
っ
て
、
神
の
誕
生
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
も
の
が
殆
ど

な
い
の
で
あ
る
。
伊
藤
清
司
氏
の
考
察
の
補
足
と
し
て
、
こ
こ
で
『
中
国
神

話
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
野
馬
族
の
「
天
、
地
、
人
」
と
い
う
神
話
伝
説
を
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挙
げ
た
い
。
そ
の
神
話
伝
説
に
は
「
遠
い
昔
、
世
間
に
混
沌
た
る
霧
が
充
満

し
、
霧
が
声
も
無
く
、
息
も
無
く
漂
っ
て
、
ど
れ
ほ
ど
年
が
経
た
か
知
ら
ず
、

と
う
と
う
果
て
し
な
い
海
に
な
っ
た
。
海
か
ら
首
尾
が
見
え
な
い
大
き
な
魚

が
生
ま
れ
、
そ
の
魚
は
天
も
無
く
、
地
も
無
く
、
空
し
い
宇
宙
を
見
て
、
右

の
鰭
を
上
に
あ
げ
投
げ
天
を
為
し
、
左
の
鰭
を
下
に
投
げ
て
地
を
為
し
、
そ

し
て
体
を
揺
り
動
か
し
て
七
対
の
神
と
一
対
の
人
間
を
送
り
出
し
た
。
こ
れ

で
天
と
地
、
神
と
人
間
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
」
と
い
う
節
が
あ
っ
て
、

魚
が
海
に
浮
き
、
体
を
揺
す
っ
て
神
が
誕
生
す
る
と
い
う
点
で
は
、
『
日
本

書
紀
』
の
そ
れ
と
類
似
す
る
が
、
残
念
な
が
ら
中
国
古
典
に
は
、
こ
れ
と
似

て
い
る
よ
う
な
記
述
が
見
当
た
ら
な
い
。

　
『
古
事
記
』
の
本
文
に
お
け
る
国
土
創
成
と
国
つ
神
々
の
造
り
は
、
天
つ

神
の
詔
を
受
け
た
伊
邪
那
岐
命
と
伊
野
那
美
命
の
男
女
（
兄
妹
）
二
柱
脚
に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
男
女
二
神
の
国
土
創
成
は
、
中
国
の
古

典
『
潅
南
子
・
精
神
篇
』
の
中
の
「
有
二
神
混
生
、
応
身
量
地
」
の
記
述
、

及
び
「
伏
義
と
女
蝸
」
と
い
う
神
話
伝
説
を
想
起
さ
せ
ら
れ
る
が
、
二
神
の

天
の
柱
を
め
ぐ
っ
て
互
い
に
呼
び
掛
け
る
部
分
は
、
漢
民
族
の
神
話
「
伏
義

兄
妹
製
人
煙
」
の
中
の
「
兄
妹
結
婚
を
実
現
す
る
た
め
に
、
女
蝸
と
伏
義
が

山
を
巡
っ
て
追
い
掛
け
る
」
部
分
と
似
て
い
る
し
、
ま
た
道
教
の
書
籍
『
洞

玄
子
』
の
中
の
「
曇
天
左
旋
談
藪
右
回
、
春
夏
謝
而
秋
冬
襲
、
男
唱
妻
女
和
、

上
黒
質
下
従
、
此
物
事
之
常
理
也
。
」
と
類
似
す
る
。
即
ち
、
天
（
男
性
）

が
左
か
ら
、
地
（
女
性
）
が
右
か
ら
回
す
部
分
は
「
汝
者
右
自
廻
り
逢
へ
。

我
者
左
翼
り
廻
り
逢
は
む
」
に
相
当
し
、
「
男
唱
而
女
和
」
は
、
「
女
人
先
づ

言
へ
る
は
不
良
し
」
と
同
じ
で
、
男
性
か
ら
先
に
声
を
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
強
調
し
て
い
る
。

　
但
し
『
古
事
記
』
の
中
の
女
神
・
平
倉
那
美
命
が
、
火
を
司
ど
る
火
下
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　
と

芸
速
男
神
を
生
む
際
に
、
陰
処
を
焼
か
れ
て
死
ん
で
し
ま
い
、
そ
の
死
後
、

黄
泉
国
で
「
馬
頭
者
大
神
居
、
於
半
者
火
雷
居
、
於
腹
者
黒
馬
居
、
於
陰
者

二
心
居
、
於
左
手
者
若
雷
居
、
於
右
手
者
土
下
居
、
於
左
足
者
鳴
雷
居
、
於

右
足
者
伏
雷
居
」
と
い
う
恐
ろ
し
い
悪
魔
に
変
身
し
た
点
は
、
『
潅
南
子
・

精
神
篇
』
と
異
な
る
し
、
ま
た
天
地
の
異
変
や
男
性
の
神
に
よ
っ
て
破
壊
さ

れ
た
自
然
の
秩
序
を
修
復
し
、
人
間
を
造
り
出
し
た
英
雄
の
女
神
「
造
畢
」

の
伝
説
と
も
相
違
し
て
い
る
。
伊
邪
那
美
命
は
、
醜
い
女
神
及
び
身
体
か
ら

生
ま
れ
出
た
八
柱
の
雷
の
神
に
命
じ
て
、
禁
を
破
り
御
殿
に
入
っ
た
夫
を
追

跡
さ
せ
た
が
、
夫
の
伊
里
那
岐
命
は
、
十
拳
剣
を
振
舞
い
、
桃
の
実
を
投
げ

て
そ
れ
と
対
抗
し
た
。
最
後
に
、
伊
邪
那
美
命
は
「
妙
筆
之
人
草
、
一
日
絞

殺
千
頭
。
」
と
言
っ
て
、
夫
を
脅
か
し
た
が
、
夫
の
伊
邪
那
岐
命
は
「
是
以

一
日
必
千
人
死
、
一
日
必
千
五
百
人
生
也
。
」
と
応
答
し
て
、
よ
う
や
く
悪

魔
に
変
化
し
た
妻
を
圧
倒
し
た
。
こ
の
節
で
、
伊
具
那
美
命
の
身
体
か
ら
生

ま
れ
出
た
八
柱
の
雷
の
神
は
、
『
山
海
経
・
海
内
東
経
』
の
「
鼓
意
識
則
雷
」

及
び
道
教
の
母
語
の
「
雷
大
雷
二
雷
三
母
型
雷
五
」
を
想
起
さ
せ
ら
れ
、
桃

の
実
で
対
抗
す
る
と
こ
ろ
は
、
『
荊
楚
歳
時
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
「
桃
者

五
行
之
精
、
能
圧
服
邪
気
、
制
御
百
鬼
。
」
と
い
う
中
国
の
民
間
に
流
行
る

信
仰
と
共
通
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
女
神
か
ら
悪
魔
の
如
き
に
変
身

す
る
筋
は
、
中
国
の
神
話
に
は
殆
ど
認
め
ら
れ
な
い
。
中
国
神
話
中
の
西
王
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母
は
「
豹
尾
、
虎
歯
而
善
哺
、
蓬
藝
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
変
身
し
て
そ

の
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
も
と
も
と
威
厳
と
威
力
を
強
調
す
る
た
め

に
、
恐
ろ
し
く
描
か
れ
た
だ
け
で
あ
る
。

　
以
上
を
纏
め
る
と
、
即
ち
天
地
開
關
を
め
ぐ
る
『
古
事
記
』
の
序
文
や
『
日

本
書
紀
』
の
冒
頭
部
分
の
表
現
及
び
発
想
に
は
、
中
国
古
典
、
特
に
道
教
の

宇
宙
観
の
投
影
が
濃
い
が
、
『
古
事
記
』
の
本
文
は
、
そ
の
素
材
の
面
に
お

い
て
は
、
中
国
及
び
そ
の
他
の
地
域
、
民
族
の
間
に
伝
わ
っ
て
い
る
神
話
伝

説
と
部
分
的
に
類
似
性
を
持
ち
、
そ
の
叙
述
（
文
字
化
さ
れ
る
過
程
）
に
お

い
て
は
、
あ
る
程
度
中
国
の
儒
教
と
道
教
の
部
分
的
観
念
の
挿
入
が
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
基
本
的
に
日
本
在
来
の
神
話
伝
説
を
説
い
て
い
る
の
で

あ
る
。
従
っ
て
『
古
事
記
』
の
序
文
と
本
文
は
、
実
際
上
、
二
つ
の
体
系
に

分
け
ら
れ
る
と
言
え
る
。
即
ち
、
序
文
は
中
国
の
天
地
開
關
、
道
教
的
宇
宙

観
に
浸
潤
さ
れ
た
も
の
で
、
本
文
は
基
本
的
に
日
本
固
有
の
神
話
伝
説
の
特

質
を
保
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

五
　
原
因
の
究
明
と
推
論

　
な
ぜ
『
古
事
記
』
の
序
文
は
こ
れ
だ
け
中
国
古
典
の
表
現
を
踏
ま
え
て
、

而
し
て
本
文
は
そ
れ
と
違
う
傾
向
を
示
し
て
い
る
の
か
。
こ
の
謎
を
解
く
鍵

は
、
ほ
か
で
も
な
く
『
古
事
記
』
序
文
そ
の
も
の
に
あ
る
と
私
は
思
う
。

　
『
古
事
記
』
序
文
の
撰
者
、
元
明
天
皇
の
臣
下
五
二
万
侶
（
？
一
七
壬
二
年
）

は
、
『
古
事
記
』
の
成
立
経
緯
に
つ
い
て
、
序
文
第
二
段
で
次
の
よ
う
に
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

さ
れ
て
い
る
。

　
　
於
是
天
皇
詔
之
、
朕
聞
、
諸
家
之
所
費
帝
紀
及
本
僻
、
既
違
正
實
、
多

　
加
虚
偽
。
當
今
古
時
不
乙
其
失
、
未
経
幾
年
其
旨
欲
望
。
斯
乃
、
邦
家
之

　
経
緯
、
王
化
之
田
中
焉
。

つ
ま
り
『
古
事
記
』
が
成
立
す
る
当
時
に
、
壬
申
の
乱
に
勝
ち
抜
い
た
天
武

天
皇
は
、
新
し
い
国
家
造
り
を
目
指
し
て
、
大
陸
の
律
令
制
度
を
導
入
す
る

一
方
、
中
国
の
史
書
典
籍
の
系
列
に
学
ん
で
、
日
本
の
初
め
て
の
公
の
史
書

の
整
備
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
段
取
り
と
し
て
は
、
ま
ず
皇
室
や
諸

氏
族
に
伝
わ
っ
て
い
た
帝
紀
や
本
辞
を
「
削
白
軍
實
」
し
て
、
舎
人
の
稗
田

阿
礼
に
そ
れ
を
諦
み
習
わ
せ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
文
字
で
記
録
す
る
に
至

ら
な
い
う
ち
に
天
武
天
皇
が
亡
く
な
り
、
そ
の
後
元
明
天
皇
の
時
代
に
入
っ

て
、
よ
う
や
く
太
安
万
侶
の
手
で
、
稗
田
阿
礼
の
黒
み
習
わ
せ
た
も
の
を
文

字
で
記
録
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
記
述
は
、
わ
れ
わ
れ
に
次

の
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
即
ち
天
武
天
皇
の
時
代
に
は
、
文
字
で
史
書
を

編
纂
す
る
力
が
な
か
っ
た
か
、
或
い
は
漢
字
を
自
由
に
扱
っ
て
文
章
を
書
け

る
人
が
見
付
か
ら
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
さ
も
な
く
ば
、
天
武
天
皇

は
、
整
理
し
た
帝
紀
、
本
々
を
わ
さ
わ
ざ
稗
田
阿
礼
に
重
み
習
わ
せ
る
必
要

が
な
い
の
で
は
な
い
か
。
稗
田
阿
礼
に
白
み
習
わ
せ
た
内
容
を
太
安
万
侶
に

よ
っ
て
記
録
す
る
。
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
現
象
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
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敷
文
省
句
、

事
趣
更
長
。

草
字
即
難
。
已
因
訓
導
者
、
詞
不
逮
心
。
全
瀬
音
連
者
、

こ
の
「
敷
文
理
句
、
掛
字
即
難
」
と
い
う
現
象
は
、
『
古
事
記
』
の
序
文
の

作
成
に
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
何
故
か
と
い
う
と
、
序
文
は
全
部
純
粋

な
漢
文
で
書
か
れ
て
い
る
か
ら
「
訓
述
」
と
「
音
連
」
の
必
要
が
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
太
占
万
侶
を
悩
ま
せ
、
腐
心
さ
せ
た
の
は
、
ほ
か
で
も
な
く
『
古

事
記
』
の
本
文
の
方
で
あ
る
。
つ
ま
り
稗
田
阿
礼
に
諦
み
習
わ
せ
た
日
本
の

神
話
伝
説
を
和
漢
交
じ
り
の
変
態
漢
文
で
記
す
た
め
に
、
右
の
よ
う
な
難
し

さ
が
生
じ
た
わ
け
で
あ
る
。
仮
に
そ
れ
を
『
日
本
書
紀
』
の
よ
う
に
純
粋
漢

文
で
書
く
な
ら
「
下
平
即
事
」
、
「
下
畑
逮
心
」
の
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
こ
と
は
、
即
ち
太
安
平
侶
が
漢
字
で
『
古
事
記
』
を

記
録
す
る
時
点
で
、
ま
だ
和
漢
交
じ
り
の
変
態
漢
文
に
馴
れ
て
い
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。
一
方
、
『
古
事
記
』
序
文
の
表
現
と
構
成

を
見
れ
ば
、
そ
の
部
分
的
な
箇
所
は
、
確
か
に
唐
の
長
皆
無
忌
の
「
進
五
経

正
義
表
」
と
「
進
罪
報
議
表
」
を
踏
ま
え
て
い
る
が
、
し
か
し
文
章
の
構
成

と
文
章
表
現
の
天
衣
無
縫
の
完
壁
さ
（
四
六
溶
体
や
対
偶
句
使
用
の
巧
み
さ
、

副
詞
、
形
容
詞
の
使
い
方
や
動
詞
語
順
の
正
し
さ
な
ど
）
は
、
大
学
寮
で
何

年
間
か
漢
文
を
勉
強
し
た
人
の
仕
業
だ
と
は
思
え
な
い
。
従
っ
て
、
元
明
天

皇
の
時
代
に
、
漢
字
で
『
古
事
記
』
を
編
纂
し
た
と
言
わ
れ
る
部
厚
万
侶
は

（
自
由
に
漢
字
を
操
り
、
生
粋
な
漢
文
が
書
け
た
点
か
ら
判
断
す
れ
ば
）
帰

化
人
で
あ
る
可
能
性
も
な
い
と
は
言
え
な
い
。
し
か
も
『
古
事
記
』
序
文
の

中
国
古
典
、
特
に
道
教
文
献
に
対
す
る
受
容
の
多
い
点
か
ら
見
れ
ば
、
太
安

万
侶
が
道
教
の
理
論
に
深
い
造
詣
を
持
っ
て
い
る
人
物
だ
と
推
測
で
き
る
。

た
だ
し
、
残
念
な
が
ら
太
安
万
侶
に
つ
い
て
の
資
料
が
少
な
す
ぎ
る
た
め
に
、

こ
こ
で
大
胆
な
推
測
し
か
で
き
な
い
。
一
方
、
稗
田
阿
礼
は
記
憶
力
抜
群
の

暗
論
朗
詠
家
で
は
あ
る
が
、
漢
字
漢
文
で
歴
史
書
を
著
す
る
力
が
な
か
っ
た

か
、
或
い
は
不
十
分
で
あ
っ
た
と
も
思
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
こ
の
素
質
の

違
う
二
人
は
『
古
事
記
』
の
作
成
を
担
当
し
た
た
め
、
『
古
事
記
』
の
序
と

本
文
が
性
質
の
異
な
る
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
『
古

事
記
』
の
本
文
は
、
基
本
的
に
垂
準
万
侶
が
稗
田
阿
礼
の
論
み
習
わ
し
た
内

容
（
日
本
在
来
の
神
話
伝
説
）
に
基
づ
き
、
不
慣
れ
の
変
態
漢
文
で
記
録
し

た
も
の
で
、
序
文
は
、
中
国
古
代
の
上
表
文
を
手
本
と
し
、
完
壁
な
漢
文
で

書
か
れ
て
『
古
事
記
』
の
本
文
の
前
に
付
き
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
『
古
事
記
』
に
は
、
大
陸
外
来
の
漢
文
的
な
も
の
と
日
本

在
来
の
和
式
的
な
も
の
、
と
い
う
二
つ
の
要
素
が
共
存
し
て
い
る
。
こ
の
二

つ
の
要
素
は
、
序
文
と
本
文
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
漢
化
的
外
形
」

と
「
和
式
的
内
在
」
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
。
松
前
健
氏
が
指
摘
し
て
い

る
よ
う
に
「
七
、
八
世
紀
の
大
和
朝
廷
の
貴
族
た
ち
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た

『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
『
風
土
記
』
『
万
葉
集
』
な
ど
の
古
典
に
は
、

そ
の
数
世
紀
以
前
か
ら
持
ち
伝
え
て
来
た
原
始
的
な
信
仰
か
ら
、
か
な
り
組

織
化
さ
れ
、
高
度
化
さ
れ
た
パ
ン
テ
オ
ン
の
理
念
ま
で
の
新
旧
の
要
素
が
混

在
し
て
い
る
の
で
あ
る
愉
）
」
。
換
言
す
れ
ば
、
日
本
の
原
始
神
話
も
組
織
化
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さ
れ
、
高
度
化
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
中
国
古
典
が
添
加
剤
と
し
て
挿
入
さ

れ
た
と
言
え
る
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
古
代
に
お
い
て
、
文
明
の
先
進
国
と
文

明
の
後
進
国
と
の
間
に
よ
く
発
生
す
る
影
響
関
係
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、

あ
る
意
味
で
巨
大
な
文
明
国
の
隣
に
位
置
し
て
い
る
日
本
古
代
の
宿
命
で
あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
し
て
前
に
問
い
掛
け
た
序
文
と
本
文
と
の
相
違
の

原
因
も
ま
さ
に
こ
こ
に
あ
る
と
私
は
思
う
。
そ
し
て
序
文
と
本
文
の
よ
う
な

相
違
は
、
両
者
が
見
事
に
雑
揉
融
合
す
る
形
で
、
日
本
の
古
代
文
化
、
文
学

の
終
始
を
貫
い
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
の
二
つ
の
要
素
を
分
離
し
、
そ
の
関

係
を
究
明
す
る
こ
と
こ
そ
、
今
日
比
較
文
学
の
研
究
に
携
わ
っ
て
い
る
わ
れ

わ
れ
の
使
命
だ
と
言
え
よ
う
。

注（
1
）
賀
茂
真
淵
が
明
和
五
年
三
月
十
三
日
付
で
本
居
宣
長
に
送
っ
た
書
簡
の
一
節

　
　
『
本
居
宣
長
稿
本
全
集
・
第
二
輯
』
に
収
録

（
2
）
昭
和
十
年
『
国
語
と
国
文
学
』
十
二
巻
二
号

（
3
）
福
永
光
司
著
『
道
教
と
古
代
日
本
』
人
文
書
院
一
九
八
七
年
初
版

（
4
）
神
野
志
隆
光
著
『
古
事
記
の
世
界
観
』
吉
川
弘
文
館
昭
和
六
一
年
出
版

（
5
）
陶
陽
、
鐘
秀
編
集
『
中
国
神
話
』
上
海
文
芸
出
版
社
一
九
九
〇
年
四
月
出
版

（
6
）
張
振
黎
著
『
中
原
古
典
神
話
流
変
論
考
』
上
海
文
芸
出
版
社
一
九
九
一
年
出

　
版
（
7
）
「
盤
古
王
開
天
」
陶
陽
、
鐘
秀
編
集
『
中
国
神
話
』
（
上
海
文
芸
出
版
社
）
に

　
収
録

（
8
）
「
盤
古
寺
」
陶
陽
、
五
霞
編
集
『
中
国
神
話
』
（
上
海
文
芸
出
版
社
）
に
収
録

（
9
）
「
盤
古
神
話
新
論
」
農
振
黎
著
『
中
原
古
典
神
話
流
変
論
考
』
上
海
文
芸
出

　
版
社
一
九
九
一
年
出
版

（
1
0
）
『
老
子
四
十
章
』

（
1
1
）
『
老
子
十
四
章
』

（
1
2
）
『
老
子
・
二
十
一
章
』

（
1
3
）
『
老
子
』
二
十
五
章

（
1
4
）
『
老
子
四
十
二
章
』

（
1
5
）
『
史
記
・
補
三
皇
本
紀
』

（
1
6
）
『
准
南
子
・
覧
冥
篇
』

（
1
7
）
『
太
平
御
覧
』
巻
七
・
『
風
俗
通
』
よ
り
引
く

（
1
8
）
日
本
思
想
大
系
『
古
事
記
』
補
注
・
上
巻
2
「
天
御
中
主
神
」

（
1
9
）
日
本
思
想
大
系
『
古
事
記
』
補
注
・
上
巻
8
「
神
世
七
代
」

（
2
0
）
『
山
海
経
・
西
次
三
経
』

（
2
1
）
松
前
健
著
『
古
代
信
仰
と
神
話
文
学
・
そ
の
民
俗
論
理
』
弘
文
堂
出
版
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